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名鉄バス「七宝町桂」から南へ徒歩18分（1.2km）

安松 秋竹

七宝大橋西

七宝小学校北東

七宝小学校南東

体育館北

N

七宝総合体育館への交通のご案内

小
切
戸
川

●七宝庁舎

七宝町桂バス停

七宝総合体育館
名鉄「甚目寺駅」から北へ徒歩10分（800m）

総合体育館北甚目寺庁舎北

N

甚目寺庁舎への交通のご案内

甚目寺庁舎

甚目寺駅

甚目寺　●
総合体育館

甚目寺
総合福祉会館

●

あま市民病院●

●甚目寺
公民館

●甚目寺郵便局

令和4年分所得税の確定申告及び市民税・県民税申告に関するお知らせ
◎事前相談会
七宝・甚目寺の両地区で確定申告期間前に、以下のとおり「事前相談会」を開催します。

※詳しくは、広報あま1月号をご覧ください。

○正面駐車場は大変混雑しますので、庁舎北側駐車場をご利用ください。
○駐車場の台数には限りがありますので、できる限り徒歩や自転車、庁舎間臨時連絡車両等での来庁に
ご協力ください。
◎申告相談会場における新型コロナウイルス感染症対策
申告相談会場では、次の新型コロナウイルス感染症対策を講じますので、ご理解、ご協力をお願いし
ます。
・入場の際に、検温を実施し、37.5度以上の発熱が認められる場合は入場をお断りさせていただきま
す。発熱等の症状のある方や体調の優れない方は、来場を控えていただくようお願いします。
・相談席等にビニールシートの衝立を設置し、机や椅子等の定期的な消毒を実施します。
・定期的に窓を開放して換気をしますので、できるだけ暖かい服装でご来場ください。
・待合室では、一定の距離を確保して椅子を設置します。混雑してきた場合、受付だけを行い、時間をお
いて再来場をお願いすることがあります。（できるだけ少人数でお越しください）
・待合室の混雑、密を減らすため、作成済みの申告書の検算を廃止します。国税庁ウェブサイト等から

申告書を作成された方など、ご自身で申告書を作成された方は、そのまま、会場内の申告書投函箱に
投函していただくか、直接、津島税務署へ郵送してください。（どうしても内容の確認を希望される方
は、受付番号順でお待ちいただくことになります）
・感染症対策の観点を踏まえ、できるだけ自宅等から納税者ご自身のスマートフォンやパソコンによ
り、国税庁ウェブサイトの確定申告書作成コーナーからのe-Tax（書面に印刷して郵送も可）をご利
用ください。（市民税・県民税の申告書も、市公式ウェブサイトから、申告書の作成及びふるさと納税
の試算もできます。ただし、電子申告には対応していませんので、印刷して郵送してください）

甚目寺会場 七宝会場
場 　 所 甚目寺庁舎　2階大会議室 七宝総合体育館　卓球室
日 に ち 2月3日（金）・6日（月）・7日（火） 2月9日（木）・10日（金）

時 　 間 午前の部　午前9時～11時（受付：午前9時～10時30分）
午後の部　午後1時～3時（受付：午後1時～2時30分）

◎本庁舎での申告相談会
期 　 　 間 2月16日（木）～3月15日（水）　※土・日曜・祝日は除きます。

午前8時30分～午後4時　※会場の混雑状況により早めに終了する場合があります。
本庁舎2階大ホール・第3会議室・第4会議室
受付番号順に個別面談にて申告書作成を行います。受付にて「申告相談受付票」をお
渡ししますので、記入をお願いします。

受 付 時 間
会 　 　 場

相 談 方 法

名鉄「木田駅」から北西へ徒歩15分（1km）

●
美和郵便局

花正

●美和歴史
民俗資料館

美和保健
●センター

●美和
文化会館

N

丹波

本庁舎への交通のご案内

木田駅

本庁舎
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○正面駐車場は大変混雑しますので、庁舎北側駐車場をご利用ください。
○駐車場の台数には限りがありますので、できる限り徒歩や自転車、庁舎間臨時連絡車両等での来庁に
ご協力ください。
◎申告相談会場における新型コロナウイルス感染症対策
申告相談会場では、次の新型コロナウイルス感染症対策を講じますので、ご理解、ご協力をお願いし
ます。
・入場の際に、検温を実施し、37.5度以上の発熱が認められる場合は入場をお断りさせていただきま
す。発熱等の症状のある方や体調の優れない方は、来場を控えていただくようお願いします。
・相談席等にビニールシートの衝立を設置し、机や椅子等の定期的な消毒を実施します。
・定期的に窓を開放して換気をしますので、できるだけ暖かい服装でご来場ください。
・待合室では、一定の距離を確保して椅子を設置します。混雑してきた場合、受付だけを行い、時間をお
いて再来場をお願いすることがあります。（できるだけ少人数でお越しください）
・待合室の混雑、密を減らすため、作成済みの申告書の検算を廃止します。国税庁ウェブサイト等から

申告書を作成された方など、ご自身で申告書を作成された方は、そのまま、会場内の申告書投函箱に
投函していただくか、直接、津島税務署へ郵送してください。（どうしても内容の確認を希望される方
は、受付番号順でお待ちいただくことになります）
・感染症対策の観点を踏まえ、できるだけ自宅等から納税者ご自身のスマートフォンやパソコンによ
り、国税庁ウェブサイトの確定申告書作成コーナーからのe-Tax（書面に印刷して郵送も可）をご利
用ください。（市民税・県民税の申告書も、市公式ウェブサイトから、申告書の作成及びふるさと納税
の試算もできます。ただし、電子申告には対応していませんので、印刷して郵送してください）

①申告書または「確定申告のお知らせ」ハガキ（送付のあった方のみ）
②申告者名義の口座の分かるもの（還付申告の場合）
③マイナンバーカードまたは通知カード（通知カードの場合は、身分証明書もお持ちください）
④令和3年分の確定申告書の控（お持ちの方のみ）
⑤所得の分かるもの【原本をお持ちください】
（源泉徴収票、収入経費の分かるもの、配当所得の支払通知書・取引報告書等）
⑥所得控除に必要な証明書・領収書【原本をお持ちください】
・健康保険や介護保険などの1年間に支払った金額の分かるもの（年金から引き落としされてい
る方は、本人以外の申告で社会保険料控除とすることはできません）
・国民年金保険料の控除証明書
・生命保険や個人年金、介護医療保険、地震保険などに支払った保険料の証明書
・医療費控除の明細書【内訳書】
※領収書、医療費通知のみでは医療費控除が受けられません。必ず「医療費控除の明細書【内訳
書】」の作成、添付が必要となります。（明細書は、医療を受けた人、医療機関別の合計金額を記入
してお持ちください。医療費通知（医療費のお知らせ）を使用する場合は添付してください）
・寄附金の領収書、証明書等
※ふるさと納税でワンストップ特例を申請されている方についても、確定申告（市民税・県民税申
告を含む）をするとワンストップ特例が無効となりますので、必ずふるさと納税に係る寄附金
控除を含めて申告をしてください。

【上場株式等の配当所得等及び譲渡所得等を申告される方へ】
上場株式等の配当所得等及び源泉徴収口座内の譲渡所得等については、住民税の税額決定通知書・納
税通知書が送達される日までに、確定申告書の提出とは別に、市民税・県民税申告書を提出することで、
住民税の課税方法（申告不要制度、総合課税、申告分離課税）を選択することができます。所得税と異な
る課税方法を選択したい方は、期日までに、市民税・県民税申告書を提出してください。ただし、令和4
年分確定申告書の第二表「住民税・事業税に関する事項」の「特定配当等・特定株式等譲渡所得の全部の
申告不要」に印を入れた方は申告不要制度が適用となり、別途市民税・県民税申告書の提出は不要とな
ります。

◆申告に必要なもの（筆記用具をご持参のうえ来庁ください）

以下に該当する方は、市役所の申告相談会場では受付ができないため、津島税務署の相談会場
（津島市文化会館）へのご案内となりますので、ご了承ください。
①申告に必要な書類が不足している方
②譲渡所得（土地・建物・株の売却・先物取引・土地収用など）のある方
③青色決算書や収支内訳書などの作成について相談のある方
※ただし、白色で収支内訳書が作成済みの方は受付できます。
④令和4年中に住宅を取得したことによる住宅借入金等特別控除などの申告をされる方
⑤住宅耐震改修特別控除、住宅特定改修特別税額控除、認定長期優良住宅新築等特別税額控除の
申告をされる方
⑥過年分の申告をされる方
⑦FXなどの金融商品や暗号資産の申告をされる方
⑧提出期限（申告対象者の死亡から４か月）を過ぎた準確定申告をされる方
⑨消費税、贈与税、個人事業税の申告をされる方

◆市の申告相談会場では受付ができない方

3 令和5年2月号



◎庁舎間臨時連絡車両（10人乗りワンボックスカー）の運行について
申告相談会場（本庁舎）と甚目寺庁舎及び七宝公民館を結ぶ臨時連絡車両を以下のとおり2月17日

（金）から3月3日（金）まで運行します。※土・日曜・祝日は除きます。

 17（金） 18（土） 19（日） 20（月） 21（火） 22（水） 23（木・祝） 24（金） 25（土）
 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 ×

 26（日） 27（月） 28（火） 1（水） 2（木） 3（金）
 × 〇 〇 〇 〇 〇

◆時刻表

 8：40 10：20

 10：45 12：35

 13：00 14：05

 14：30 15：40

 七宝公民館発 ⇔ 本庁舎発  甚目寺庁舎発 ⇔ 本庁舎発

 9：30  11：10

 11：30  13：25

 13：45  14：55

 15：15  16：25

・各庁舎間の移動は20分程度かかります。
・天候・道路状況・その他の要因により発車時刻が遅れる場合がございますので、あらかじめご了承く
ださい。
・待合場所（乗降場所）は、甚目寺庁舎もしくは七宝公民館と本庁舎の玄関ロビーです。庁舎間の途中で
の乗車・下車はできませんのでご了承ください。

◎税理士による無料税務相談のお知らせ
申告期間中、市役所の申告相談会場で、以下のとおり、東海税理士会・津島支部所属の税理士（2人）に
よる無料税務相談コーナーを開設します。日頃、税金や申告についてお聞きになりたいことがあれば、
この機会をご利用ください。※土・日曜・祝日は除きます。

◎甚目寺市民サービスセンター及び七宝市民サービスセンターでの取り扱い
甚目寺市民サービスセンター（甚目寺庁舎）及び七宝市民サービスセンター（七宝公民館）では、完成
した申告書のお預かりのみ行います。
申告書の内容の確認や質問がある方は、お手数ですが本庁舎申告相談会場へお越しください。

申告書の郵送先・問合先
【所得税・贈与税】 【市民税・県民税】 【個人事業税】

津島税務署
〒496-8720
津島市良王町2-31-1
☎0567・26・2161

税務課
〒490-1292
あま市木田戌亥18番地1
☎444・0509（直通）

西尾張県税事務所
〒491-8506
一宮市新生2-21-12
☎0586・45・3169

2月
開催日

時　間 午前9時30分～正午、午後1時～4時

 16（木） 17（金） 18（土） 19（日） 20（月） 21（火） 22（水） 23（木・祝） 24（金） 25（土） 26（日） 27（月） 28（火）
 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇

運行日
2月

運行日
2月 3月

4令和5年2月号



あなたの申告はどのタイプ？
下記のＡ～Ｅの当てはまるところで確認してください。

D

C

E A・B・C・Dの
いずれにも
当てはまらない方

市民税・県民税
の申告をして
ください。

税務課までご相談ください。
☎444・0509　FAX445・3856

所得税の確定申告
（場合によっては市民税・県民税
の申告）をしてください。

年末調整は済んでいますか？

所得税を
源泉徴収されて
いますか？

次のうち一つでも該当しますか？
①年末調整していない給与がある
②給与以外の所得がある

収入金額や扶養
親族の状況、各
種控除の合計額
によっては、所
得税の確定申告
（市民税・県民税
の申告）が必要
となる場合があ
ります。

それは
20万円を
超えて
いますか？

個人事業主
の方

不動産収入
のある方

土地や家屋などの
資産を売られた方

税務署から「確定申告のお知らせ」ハガキまたは
申告書が送付されてきましたか？

所得税の
確定申告を
してください。

市民税・県民税の申告をしてください。

所得税の確定申告をしてください。

申告の必要は
ありません。

国民健康保険に加入していますか？

申告の
必要は

ありません。

控除に変更があ
りますか？（扶養
控除、医療費控除
など）

個人事業などA 給与

B 公的年金

収入のない方

はいいいえ

はい

はい

はいはいはい

いいえ

いいえ

はい

はい

はい はい

はい

はい

いいえ

いいえ はいいいえ

いいえ

いいえ

いいえ

あま市内の家族の扶養親族になっていますか？
（税法上の扶養）

公的年金収入額が
年間で98万円を
超えますか？

申告の必要は
ありません。

公的年金収入額が
年間で148万円を
超えますか？

所得税の確定申告（場合によっては市民税・県民税の申告）をしてください。
※公的年金の収入金額が400万円以下の方は申告不要制度に該
当する場合があります。

公的年金以外にも所得がありますか？
いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

申告の必要は
ありません。

いいえ はい

あなたの年齢は65歳以上ですか？
（昭和32年1月1日以前生まれの方）

公的年金収入について所得税を源泉徴収されていますか？

5 令和5年2月号



国税庁LINE
公式アカウント

◆確定申告の相談は、チャットボットをご利用ください
※チャットボットはご質問を入力いただければ、AIを活用した「税務
職員ふたば」がお答えします。

◆確定申告会場にお越しになる方へ
確定申告会場では、基本的にご自身のスマートフォンで申告していただきます。来場の際に
は、事前にマイナポータルアプリをインストールするほか、以下のものが必要になります。
①源泉徴収票などの申告書作成に必要な書類
②スマートフォン及びマイナンバーカード
マイナンバーカードの発行時に設定した次のパスワードも必要です。
・署名用電子証明書（英数字6桁～16桁）
・利用者証明用電子証明書（数字4桁）

◆確定申告会場への入場には「入場整理券」が必要です！
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、確定申告会場の混雑緩和を図る観点から、入場
整理券を活用して会場内へご案内します。
「入場整理券」は、会場での当日配付、またはLINEアプリを使ったオンラインでの
事前発行の2通りで配付されます。入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場を
お願いすることもありますので、あらかじめご了承ください。
まずは、国税庁LINE公式アカウントと友だちになってください！

◆ご注意ください！
・入場時に、当日配付した「入場整理券」もしくはLINEアプリで事前発行した際に表示される
「受付完了」画面を確認しますので、必ずお持ちください。
・「入場整理券」には、会場へ入場できる時間帯が記載されていますので、指定された時間帯内
に会場へお越しください。
・指定された時間帯に遅れた場合は、入場できない場合があります。また、会場の混雑状況に
応じ、指定された時間帯内であっても入場をお待ちいただく場合があります。

◆確定申告会場へお越しになる方へのお願い
・入場の際に検温を実施します。咳・発熱（37.5度以上）等の症状がある場合や体調がすぐれな
い方は、入場をお断りさせていただきますので、ご自宅からの確定申告や後日の来場をお願
いします。
・ご来場の際は、手指消毒等の感染症対策にご協力ください。
・混雑緩和のため、ご来場の際はできる限り少人数でお越しください。
◆確定申告会場（津島市文化会館）

スマートフォンとマイナンバーカードを利用して
ご自宅から申告できるe-Taxをご利用ください

開設期間：2月16日（木）～3月15日（水）
※土・日曜・祝日は開催していませんが、2月19日（日）、2月
26日（日）に限り開設します。
開設時間：午前9時～午後5時
（入場には「入場整理券」が必要です）
※入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いす
ることもあります。

申告書の作成・提出は
国税庁ウェブサイトから

問合先　津島税務署　☎0567・26・2161
※電話は自動音声により案内していますので、音声案内に従い「２」を選択してくだい。

6令和5年2月号



ARモーションペイパの使い方
①スマートフォンに「MotionPaper」アプリをインストールします。
②スマートフォンのカメラを起動し、広報あま表紙の二次元コードを読み込みます。
③「MotionPaper」が表示されるためタップし、読み込みが100%になるまで待ちます。
④表示が100%になった後、表紙の写真にスマートフォンをかざすと映像が流れます。
その他詳細については市公式ウェブサイトをご覧ください。
https://www.city.ama.aichi.jp/koho/1008264.html

問合先　企画政策課　☎444･1712　FAX444･0982 市公式
ウェブサイト

巡回バスニュース
右回り左回り 右回り左回り 右回り左回り 計

東部巡回ルート南部巡回ルート北部巡回ルート運行
日数

累計（平成29年
10月31日～）  808 7,168人 5,898人 7,305人 8,754人 2,600人 2,908人 34,633人

 13 124人 117人 109人 148人 50人 54人 602人令和4年12月

〔利用状況〕

電話窓口が混み合いなかなかつながらない。その場合、粗大ごみ受付センターではインター
ネット窓口も開設しており、こちらからもお手軽にご予約できます。

粗大ごみ収集の予約はインターネットからもできます

問合先　環境衛生課　☎444・3132　FAX443・3555

市公式ウェブサイトのトップページ（https://www.city.ama.aichi.jp/）を検索・表示し
「粗大ごみ受付センターアイコン」をクリックしてください。 ▶

インターネット予約画面に移動します。▶

予約の操作が終わると、仮受付の完了です。受付番
号が表示されますので、メモなどで控えてください。▶

電話予約の受付時間内に予約完了メールが届きま
すので、その時点で正式受付となり、あわせて収集日
もお知らせします。
※電話予約と同様、出し方のルールを守ってください。

アイコンをクリック

【あま市巡回バスの新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について】
あま市巡回バスでは、乗降口の開閉など車内換気や座席のアルコール消毒を行い、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止を徹底しています。利用者の皆さまも、マスクの着用や座席間隔を空け
ての着席など、感染拡大防止にご協力をお願いします。
あま市巡回バスのルートや時刻表について知りたい方はこちらをご覧ください。
https://www.city.ama.aichi.jp/_res/projects/default
_project/_page_/001/002/512/basumappu20180317.pdf

問合先　企画政策課　☎444・1712　FAX444・0982

Web

Web

あま市巡回
バスマップ

こちらの二次元コードからも粗大ごみ
受付センターへ直接アクセスできます。
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市政ニュース

間
時
庁
開

前
午

８
時

後
午

５
時

分

日
庁
閉

日
祝
・
曜
日
・
土

shogai@city.ama.lg.jp

甚目寺庁舎に
手話通訳者を配置しています
火曜日　午前 9時～正午、午後1時～4時
木曜日　午前 9時～正午
※上記以外の曜日、または甚目寺
庁舎以外でのご利用につきまし
ては、お問い合わせください。
問合先　社会福祉課
☎444・3135　FAX443・3555

子
育
て

募
　
集

■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
依

頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
登

録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。都
合

が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

登
録
説
明
会

日
時　
2
月
22
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
美
和
公
民
館

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、大

治
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※

妊
婦
さ
ん
、ま
た
は
生
後
4
か
月
未
満

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録

可
能
で
す
。事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　

説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※

説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り
）託
児
を
ご
希
望
の
方
は
開
催
日
8

日
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢
・
年
齢
）」

を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館　
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の

申
請
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、食
費
等
の
物

価
高
騰
等
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
、特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

支
給
対
象
者

ひ
と
り
親
世
帯
分

次
の
う
ち
、い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
公
的
年
金
給
付
等
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
よ
り
令
和
4
年
4
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、直
近
の
収

入
が
、児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る

水
準
に
下
が
っ
た
方

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分

平
成
16
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
5
年
2

月
28
日
生
ま
れ
の
児
童（
障
が
い
が
あ
る

場
合
、平
成
14
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

の
児
童
）を
養
育
す
る
方
の
う
ち
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
支
給
対
象
児
童
の
養
育
者
で
、令
和
4

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の

方
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、令
和
4
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
方
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方

支
給
額　
児
童
1
人
当
た
り
5
万
円

申
請
期
間　
2
月
28
日
（火）
ま
で

申
請
書
は
、子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）、美
和
・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
場
所　

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）

※

「
ひ
と
り
親
世
帯
分
」と「
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分
」の
両
方
に

該
当
す
る
場
合
、ど
ち
ら
か
一
方
の
み

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
で
に
ど
ち
ら
か
の
申
請
を
行
っ
た
方

は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

給
与
等　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　

週
5
日
以
内
、午
前
7
時
30

分
〜
午
後
7
時（
う
ち
7
時
間
以
内
勤

務
、休
憩
1
時
間
有
）、

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
5
年
度 

海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
保
険
及
び
障
害
認
定
調
査
員（
パ
ー
ト

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）募
集

業
務
内
容　
要
介
護
認
定
及
び
障
害
者
支

援
区
分
認
定
調
査
業
務
等

募
集
人
員　
6
人

勤
務
地　
海
部
東
部
消
防
組
合

勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
う
ち
7
時
間
、休
憩
1
時
間
有
）

※

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

賃
金　
海
部
東
部
消
防
組
合
の
規
則
に
基

づ
き
支
給

応
募
資
格　
次
の
①
及
び
②
の
条
件
を
全

て
満
た
す
方

①
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

介
護
支
援
専
門
員
、保
健
師
、看
護
師
、

准
看
護
師
、社
会
福
祉
士
、介
護
福
祉
士
、

歯
科
衛
生
士
、栄
養
士
、理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、精
神
保
健

福
祉
士　
等

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

受
付
期
間

2
月
24
日
（金）
午
後
5
時
ま
で（
土
・
日

曜・
祝
日
を
除
く　

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
）

な
お
、募
集
人
員
に
な
り
次
第
受
付
を

締
め
切
り
ま
す
。

提
出
書
類　

受
験
申
込
書
及
び
履
歴
書

（
組
合
所
定
の
も
の
）、資
格
者
証
及
び

運
転
免
許
証
の
写
し

そ
の
他　
介
護
保
険
認
定
調
査
員
研
修
を

修
了
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、採

用
後
、愛
知
県
が
行
う
認
定
調
査
員
研

修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込・問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
認
定
審
査

会
事
務
局（
あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十
坪

1
1
9
番
地
1
）

☎
4
4
9・0
8
0
0

FAX
4
4
9・0
8
0
2

寄
附
の
お
礼

山
田 

鉱
治
様

七
宝
小
学
校
の
た
め
に

現
金
1
万
3
千
円

奥
田 

は
る
ゑ
様

あ
ま
市
の
た
め
に

現
金
3
万
円

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
総
務
課

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

就
学
通
知
書
発
送
の
お
知
ら
せ

令
和
5
年
度
に
小
中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
に
、

1
月
下
旬
に
就
学
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
。通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、学
校

教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、通
知
書
は
発
送
日
時
点
で
市
内

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
発
送
し
て
い
ま

す
の
で
、転
出
の
予
定
が
あ
る
場
合
で
も

届
き
ま
す
。

問
合
先　
学
校
教
育
課

☎
4
4
4・0
9
0
2

FAX
4
4
3・8
2
1
0

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

2
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
支
給
月
で

す
。2

月
10
日
（金）
に
振
込
む
予
定
で
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

災
害
時
に
備
え
て
ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す

災
害
時
に
備
え
て
、市
役
所
甚
目
寺
庁

舎
2
階
に
お
い
て
、ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

※

新
庁
舎
の
開
庁
後
は
、新
庁
舎
で
の
お

預
か
り
と
な
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、ス
ト
ー
マ
装
具

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

保
管
物
品　

個
人
が
使
用
す
る
、お
お
む

ね
10
日
間
分
の
ス
ト
ー
マ
装
具

保
管
期
間　
1
年
6
か
月

申
込
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
、ス
ト
ー

マ
装
具
、各
自
で
用
意
し
た
保
管
箱（
35

㎝×

25
㎝×

20
㎝
以
内
の
大
き
さ
）を

持
参
し
、社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
の

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

本
人
以
外
の
方
が
窓
口
に
み
え
る
際
に

は
、代
理
の
方
の
本
人
確
認
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
等
）と
ご
本
人
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
自
動
振

込
を
開
始
し
ま
し
た

令
和
4
年
11
月（
令
和
4
年
7
月
受
診

分
）か
ら
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
は
、一
度
申
請
手
続
を
行
っ
た
方
の

二
度
目
以
降
の
申
請
手
続
を
不
要
と
す
る
、

自
動
振
込
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
動
振
込
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
国
民

健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
る
と

き
は
、医
療
機
関
等
の
受
診
か
ら
お
お
む

ね
5
か
月
後
に
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、支
給
決
定
額
、支
給
年
月
日
、金

融
機
関
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、自
動
振
込
を
希
望
し
な
い
場
合

や
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、自
動
振
込
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
が
あ
る
と
き
は
、申
請
の
案
内
を
郵

送
し
ま
す
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/hoken/kenkouhoken
n/1002007.htm

l

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」を
ご
存
知
で

す
かジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
が
切
れ

た
後
に
製
造
販
売
さ
れ
る
も
の
で
、新
薬

と
同
じ
有
効
成
分
を
含
み
、同
等
の
効
能・

効
果
が
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。

新
薬
と
比
べ
て
薬
の
値
段
が
4
割
か
ら

5
割
程
度
安
く
な
る
も
の
も
あ
り
、慢
性

的
な
病
気
に
よ
っ
て
薬
を
長
期
間
服
用
す

る
場
合
等
は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
で
薬
代
が
安
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、製
造
に
は
国
が
厳
し
い
規
制
や

基
準
を
定
め
て
い
て
、安
全
と
認
め
ら
れ

た
も
の
の
み
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
医
療
用
医
薬

品
の
た
め
、病
院
や
診
療
所
の
医
師
に
よ

る
処
方
せ
ん
が
必
要
で
す
。

処
方
を
希
望
す
る
場
合
は
、か
か
り
つ

け
の
医
師
や
薬
局
の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。ま
た
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
を
健
康
保
険
証
に
貼
り
付
け
る

こ
と
で
、簡
単
に
使
用
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ

ル
ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
特
定
保
健
指
導
」を
受
け
ま
し
ょ
う

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

を
受
診
さ
れ
た
方
の
う
ち
、結
果
が
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た

方
に
、健
康
教
室
や
訪
問
な
ど「
特
定
保
健

指
導
」の
ご
案
内
と
利
用
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

医
療
機
関
や
保
健
師
、管
理
栄
養
士
等

が
、生
活
習
慣
の
見
直
し
や
改
善
の
き
っ

か
け
と
な
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
提
供
の
お
願
い

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方

で
、職
場
の
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
た
40
歳
以
上
の
方
に
も
、結
果

に
よ
り「
特
定
保
健
指
導
」を
ご
案
内
で
き

ま
す
の
で
、健
康
診
断
等
の
結
果
を
、ぜ
ひ

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

利
用
期
限　
3
月
31
日
（金）
ま
で

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ
ル

ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

愛
犬
が
亡
く
な
っ
た
ら

ま
ず
は「
犬
の
死
亡
届
」を
出
し
て
く
だ

さ
い
。こ
れ
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。生
前
に
渡
さ

れ
た
、登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
添
付
の
う
え
、手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。次
の
各
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

・
環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

・
美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

飼
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
っ
た
ら

ペ
ッ
ト
の
火
葬
に
つ
い
て
は
、五
条
広

域
事
務
組
合（
構
成
市
は
、あ
ま
市
・
清
須

市
）の「
五
条
川
斎
苑
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
五
条
川
斎
苑

☎
4
0
1・0
1
0
0

FAX
4
0
1・0
1
3
0

無
許
可
の
不
用
品
回
収
業
者
に
は
ご
注

意
を

「
無
料
で
不
用
品
を
回
収
し
ま
す
」等
と

記
載
の
あ
る
チ
ラ
シ
や「
不
用
品
の
回
収

を
し
ま
す
」と
拡
声
器
等
で
案
内
す
る
巡

回
車
両
を
見
聞
き
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

か
？各

家
庭
か
ら
出
る
不
用
品（
ご
み
）を
収

集
運
搬
す
る
に
は
、行
政
機
関
か
ら
の
許

可
が
必
要
で
す
。許
可
を
持
た
な
い
業
者

に
気
軽
に
依
頼
し
不
用
品
を
処
分
し
よ
う

と
す
る
と
、知
ら
ぬ
間
に
不
法
投
棄
の
張

本
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、回
収
自
体

は
無
料
だ
が
、後
日
高
額
な
処
分
料
を
請

求
さ
れ
る
等
の
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
等
の
処
分
は
、法
令
順
守
を
心
が

け
適
切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

こ
ん
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
要
注
意

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
A
T
M

へ
は「
還
付
金
詐
欺
」で
す
。

①
市
役
所
職
員
を
騙
り「
医
療
費
の
還
付

金
が
あ
り
、返
金
し
た
い
の
で
銀
行
口

座
と
携
帯
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

等
と
電
話
が
入
る
。

②
銀
行
口
座
、携
帯
番
号
を
教
え
る
と
、犯

人
が
、「
A
T
M
へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

だ
け
を
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」等

A
T
M
を
指
定
し
、A
T
M
に
着
い
た

ら
、折
り
返
し
電
話
を
待
つ
よ
う
指
示

を
さ
れ
る
。

③
A
T
M
に
着
く
と
犯
人
か
ら
の
折
り
返

し
電
話
が
あ
り
、犯
人
の
指
示
で
A
T

M
を
操
作
し
た
と
こ
ろ
、相
手
口
座
に

お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
結
果
と
な
り
、

お
金
を
騙
し
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

【
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
A
T
M
で
還
付
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

「
還
付
金
」な
ど
お
金
の
話
が
出
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、一
旦
電
話
を
切
っ
て
、家

族・警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
頃
か
ら
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、不

審
な
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら
A
T
M
を
操

作
し
て
い
る
方
を
見
か
け
た
場
合
は
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、警
察
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

乾
燥
す
る
時
期
は
火
災
に
注
意

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
に
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
始
め
と
し
た
暖
房
器
具

な
ど
を
使
う
事
が
多
く
、特
に
火
災
に
対

す
る
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

室
内
で
火
災
が
発
生
す
る
と
、あ
っ
と

い
う
間
に
燃
え
広
が
り
、着
衣
に
火
が
燃

え
移
っ
た
り
、逃
げ
場
を
失
っ
た
り
し
て

と
て
も
危
険
で
す
。

ま
た
、大
切
な
家
を
灰
に
し
て
し
ま
う

火
災
か
ら
の
復
旧
に
は
、膨
大
な
時
間
と

お
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、お
休

み
前
に
は
も
う
一
度
、火
の
元
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
す

る
こ
と
。喫
煙
後
は
必
ず
消
火
し
、吸
い

が
ら
は
投
げ
捨
て
ず
、始
末
す
る
こ
と
。

●
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

●
火
災
に
つ
な
が
る
よ
う
な
野
焼
き
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
他
に
職
業
や
学
業
を
持
ち

な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や
地

震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け
る

救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え
日
々

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火
啓
発
、

年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域
の
安
全

安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等
が
支
給
さ
れ
、災
害
補

償
制
度
に
も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

一
定
期
間
以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合

は
、退
職
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支
障

が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

優
良
運
転
者
表
彰
の
ご
案
内

永
年
に
わ
た
り
無
事
故
・
無
違
反
を
続

け
、他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
な
ら
れ

た
方
を「
優
良
運
転
者
」と
し
て
表
彰
し
ま

す
。次
の
（1）
〜
（3）
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
は
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

資
格

（1）
①
10
年
表
彰（
10
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

②
20
年
表
彰（
20
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

③
30
年
表
彰（
30
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

④
40
年
表
彰（
40
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

（2）
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

（3）
同
種
の
優
良
運
転
者
の
表
彰
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方

申
請
手
数
料　
無
料

申
請
方
法　
津
島
警
察
署
内
交
通
安
全
協

会
津
島
支
部
ま
た
は
安
全
安
心
課（
本

庁
舎
）へ
、運
転
免
許
証
・
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
2
月
1
日
（水）
〜
3
月
31
日
（金）

表
彰
式
は
6
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
津
島
支

部
事
務
局

☎・FAX
0
5
6
7・2
4・4
7
7
1

確
定
申
告
相
談
会
場
に
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
は
、そ
の
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
用
の
顔
写
真
撮
影
、申
請
書

の
記
入
補
助
な
ど
を
行
い
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。二
次
元
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
と

通
知
カ
ー
ド（
個
人
番
号
通
知
書
）を
お
持

ち
い
た
だ
く
と
短
時
間
で
申
請
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
16
日
（木）
〜
3
月
15
日
（水）（
土・

日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所　

本
庁
舎
2
階
大
ホ
ー
ル（
確
定
申

告
相
談
会
場
）

対
象　

申
告
相
談
さ
れ
る
方
・
申
告
相
談

さ
れ
な
い
方
い
ず
れ
も
対
象

問
合
先　
情
報
推
進
課

☎
4
4
4・1
3
7
3

FAX
4
4
4・0
9
8
2

あ
ま
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予

定
者
説
明
会

統
一
地
方
選
挙
と
し
て
、あ
ま
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
4
月
23
日
に
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、立

候
補
予
定
者
及
び
そ
の
関
係
者
を
対
象
に

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
3
月
14
日
（火）　
午
後
2
時
〜

場
所　
美
和
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
み
れ

の
里　
2
階　
集
会
室

対
象　
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関
係
者

そ
の
他　

説
明
会
へ
の
出
席
者
は
、立
候

補
予
定
者
1
人
に
つ
き
2
人
ま
で
と
し

ま
す
。（
3
人
以
上
出
席
し
た
場
合
で
も
、

会
場
へ
は
2
人
ま
で
し
か
入
れ
ま
せ

ん
）

問
合
先　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
）

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

8令和5年2月号



市政ニュース

教
　
育

福
　
祉

寄
　
附

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
依

頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
登

録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。都
合

が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

登
録
説
明
会

日
時　
2
月
22
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
美
和
公
民
館

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、大

治
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※

妊
婦
さ
ん
、ま
た
は
生
後
4
か
月
未
満

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録

可
能
で
す
。事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　

説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※

説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り
）託
児
を
ご
希
望
の
方
は
開
催
日
8

日
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢
・
年
齢
）」

を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館　
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の

申
請
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、食
費
等
の
物

価
高
騰
等
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
、特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

支
給
対
象
者

ひ
と
り
親
世
帯
分

次
の
う
ち
、い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
公
的
年
金
給
付
等
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
よ
り
令
和
4
年
4
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、直
近
の
収

入
が
、児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る

水
準
に
下
が
っ
た
方

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分

平
成
16
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
5
年
2

月
28
日
生
ま
れ
の
児
童（
障
が
い
が
あ
る

場
合
、平
成
14
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

の
児
童
）を
養
育
す
る
方
の
う
ち
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
支
給
対
象
児
童
の
養
育
者
で
、令
和
4

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の

方
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、令
和
4
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
方
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方

支
給
額　
児
童
1
人
当
た
り
5
万
円

申
請
期
間　
2
月
28
日
（火）
ま
で

申
請
書
は
、子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）、美
和
・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
場
所　

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）

※

「
ひ
と
り
親
世
帯
分
」と「
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分
」の
両
方
に

該
当
す
る
場
合
、ど
ち
ら
か
一
方
の
み

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
で
に
ど
ち
ら
か
の
申
請
を
行
っ
た
方

は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

給
与
等　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　

週
5
日
以
内
、午
前
7
時
30

分
〜
午
後
7
時（
う
ち
7
時
間
以
内
勤

務
、休
憩
1
時
間
有
）、

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
5
年
度 

海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
保
険
及
び
障
害
認
定
調
査
員（
パ
ー
ト

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）募
集

業
務
内
容　
要
介
護
認
定
及
び
障
害
者
支

援
区
分
認
定
調
査
業
務
等

募
集
人
員　
6
人

勤
務
地　
海
部
東
部
消
防
組
合

勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
う
ち
7
時
間
、休
憩
1
時
間
有
）

※

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

賃
金　
海
部
東
部
消
防
組
合
の
規
則
に
基

づ
き
支
給

応
募
資
格　
次
の
①
及
び
②
の
条
件
を
全

て
満
た
す
方

①
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

介
護
支
援
専
門
員
、保
健
師
、看
護
師
、

准
看
護
師
、社
会
福
祉
士
、介
護
福
祉
士
、

歯
科
衛
生
士
、栄
養
士
、理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、精
神
保
健

福
祉
士　
等

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

受
付
期
間

2
月
24
日
（金）
午
後
5
時
ま
で（
土
・
日

曜・
祝
日
を
除
く　

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
）

な
お
、募
集
人
員
に
な
り
次
第
受
付
を

締
め
切
り
ま
す
。

提
出
書
類　

受
験
申
込
書
及
び
履
歴
書

（
組
合
所
定
の
も
の
）、資
格
者
証
及
び

運
転
免
許
証
の
写
し

そ
の
他　
介
護
保
険
認
定
調
査
員
研
修
を

修
了
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、採

用
後
、愛
知
県
が
行
う
認
定
調
査
員
研

修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込・問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
認
定
審
査

会
事
務
局（
あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十
坪

1
1
9
番
地
1
）

☎
4
4
9・0
8
0
0

FAX
4
4
9・0
8
0
2

寄
附
の
お
礼

山
田 

鉱
治
様

七
宝
小
学
校
の
た
め
に

現
金
1
万
3
千
円

奥
田 

は
る
ゑ
様

あ
ま
市
の
た
め
に

現
金
3
万
円

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
総
務
課

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

就
学
通
知
書
発
送
の
お
知
ら
せ

令
和
5
年
度
に
小
中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
に
、

1
月
下
旬
に
就
学
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
。通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、学
校

教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、通
知
書
は
発
送
日
時
点
で
市
内

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
発
送
し
て
い
ま

す
の
で
、転
出
の
予
定
が
あ
る
場
合
で
も

届
き
ま
す
。

問
合
先　
学
校
教
育
課

☎
4
4
4・0
9
0
2

FAX
4
4
3・8
2
1
0

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

2
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
支
給
月
で

す
。2

月
10
日
（金）
に
振
込
む
予
定
で
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

災
害
時
に
備
え
て
ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す

災
害
時
に
備
え
て
、市
役
所
甚
目
寺
庁

舎
2
階
に
お
い
て
、ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

※

新
庁
舎
の
開
庁
後
は
、新
庁
舎
で
の
お

預
か
り
と
な
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、ス
ト
ー
マ
装
具

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

保
管
物
品　

個
人
が
使
用
す
る
、お
お
む

ね
10
日
間
分
の
ス
ト
ー
マ
装
具

保
管
期
間　
1
年
6
か
月

申
込
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
、ス
ト
ー

マ
装
具
、各
自
で
用
意
し
た
保
管
箱（
35

㎝×

25
㎝×

20
㎝
以
内
の
大
き
さ
）を

持
参
し
、社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
の

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

本
人
以
外
の
方
が
窓
口
に
み
え
る
際
に

は
、代
理
の
方
の
本
人
確
認
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
等
）と
ご
本
人
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
自
動
振

込
を
開
始
し
ま
し
た

令
和
4
年
11
月（
令
和
4
年
7
月
受
診

分
）か
ら
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
は
、一
度
申
請
手
続
を
行
っ
た
方
の

二
度
目
以
降
の
申
請
手
続
を
不
要
と
す
る
、

自
動
振
込
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
動
振
込
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
国
民

健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
る
と

き
は
、医
療
機
関
等
の
受
診
か
ら
お
お
む

ね
5
か
月
後
に
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、支
給
決
定
額
、支
給
年
月
日
、金

融
機
関
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、自
動
振
込
を
希
望
し
な
い
場
合

や
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、自
動
振
込
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
が
あ
る
と
き
は
、申
請
の
案
内
を
郵

送
し
ま
す
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/hoken/kenkouhoken
n/1002007.htm

l

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」を
ご
存
知
で

す
かジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
が
切
れ

た
後
に
製
造
販
売
さ
れ
る
も
の
で
、新
薬

と
同
じ
有
効
成
分
を
含
み
、同
等
の
効
能・

効
果
が
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。

新
薬
と
比
べ
て
薬
の
値
段
が
4
割
か
ら

5
割
程
度
安
く
な
る
も
の
も
あ
り
、慢
性

的
な
病
気
に
よ
っ
て
薬
を
長
期
間
服
用
す

る
場
合
等
は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
で
薬
代
が
安
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、製
造
に
は
国
が
厳
し
い
規
制
や

基
準
を
定
め
て
い
て
、安
全
と
認
め
ら
れ

た
も
の
の
み
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
医
療
用
医
薬

品
の
た
め
、病
院
や
診
療
所
の
医
師
に
よ

る
処
方
せ
ん
が
必
要
で
す
。

処
方
を
希
望
す
る
場
合
は
、か
か
り
つ

け
の
医
師
や
薬
局
の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。ま
た
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
を
健
康
保
険
証
に
貼
り
付
け
る

こ
と
で
、簡
単
に
使
用
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ

ル
ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
特
定
保
健
指
導
」を
受
け
ま
し
ょ
う

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

を
受
診
さ
れ
た
方
の
う
ち
、結
果
が
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た

方
に
、健
康
教
室
や
訪
問
な
ど「
特
定
保
健

指
導
」の
ご
案
内
と
利
用
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

医
療
機
関
や
保
健
師
、管
理
栄
養
士
等

が
、生
活
習
慣
の
見
直
し
や
改
善
の
き
っ

か
け
と
な
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
提
供
の
お
願
い

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方

で
、職
場
の
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
た
40
歳
以
上
の
方
に
も
、結
果

に
よ
り「
特
定
保
健
指
導
」を
ご
案
内
で
き

ま
す
の
で
、健
康
診
断
等
の
結
果
を
、ぜ
ひ

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

利
用
期
限　
3
月
31
日
（金）
ま
で

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ
ル

ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

愛
犬
が
亡
く
な
っ
た
ら

ま
ず
は「
犬
の
死
亡
届
」を
出
し
て
く
だ

さ
い
。こ
れ
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。生
前
に
渡
さ

れ
た
、登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
添
付
の
う
え
、手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。次
の
各
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

・
環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

・
美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

飼
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
っ
た
ら

ペ
ッ
ト
の
火
葬
に
つ
い
て
は
、五
条
広

域
事
務
組
合（
構
成
市
は
、あ
ま
市
・
清
須

市
）の「
五
条
川
斎
苑
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
五
条
川
斎
苑

☎
4
0
1・0
1
0
0

FAX
4
0
1・0
1
3
0

無
許
可
の
不
用
品
回
収
業
者
に
は
ご
注

意
を

「
無
料
で
不
用
品
を
回
収
し
ま
す
」等
と

記
載
の
あ
る
チ
ラ
シ
や「
不
用
品
の
回
収

を
し
ま
す
」と
拡
声
器
等
で
案
内
す
る
巡

回
車
両
を
見
聞
き
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

か
？各

家
庭
か
ら
出
る
不
用
品（
ご
み
）を
収

集
運
搬
す
る
に
は
、行
政
機
関
か
ら
の
許

可
が
必
要
で
す
。許
可
を
持
た
な
い
業
者

に
気
軽
に
依
頼
し
不
用
品
を
処
分
し
よ
う

と
す
る
と
、知
ら
ぬ
間
に
不
法
投
棄
の
張

本
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、回
収
自
体

は
無
料
だ
が
、後
日
高
額
な
処
分
料
を
請

求
さ
れ
る
等
の
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
等
の
処
分
は
、法
令
順
守
を
心
が

け
適
切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

こ
ん
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
要
注
意

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
A
T
M

へ
は「
還
付
金
詐
欺
」で
す
。

①
市
役
所
職
員
を
騙
り「
医
療
費
の
還
付

金
が
あ
り
、返
金
し
た
い
の
で
銀
行
口

座
と
携
帯
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

等
と
電
話
が
入
る
。

②
銀
行
口
座
、携
帯
番
号
を
教
え
る
と
、犯

人
が
、「
A
T
M
へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

だ
け
を
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」等

A
T
M
を
指
定
し
、A
T
M
に
着
い
た

ら
、折
り
返
し
電
話
を
待
つ
よ
う
指
示

を
さ
れ
る
。

③
A
T
M
に
着
く
と
犯
人
か
ら
の
折
り
返

し
電
話
が
あ
り
、犯
人
の
指
示
で
A
T

M
を
操
作
し
た
と
こ
ろ
、相
手
口
座
に

お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
結
果
と
な
り
、

お
金
を
騙
し
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

【
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
A
T
M
で
還
付
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

「
還
付
金
」な
ど
お
金
の
話
が
出
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、一
旦
電
話
を
切
っ
て
、家

族・警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
頃
か
ら
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、不

審
な
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら
A
T
M
を
操

作
し
て
い
る
方
を
見
か
け
た
場
合
は
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、警
察
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

乾
燥
す
る
時
期
は
火
災
に
注
意

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
に
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
始
め
と
し
た
暖
房
器
具

な
ど
を
使
う
事
が
多
く
、特
に
火
災
に
対

す
る
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

室
内
で
火
災
が
発
生
す
る
と
、あ
っ
と

い
う
間
に
燃
え
広
が
り
、着
衣
に
火
が
燃

え
移
っ
た
り
、逃
げ
場
を
失
っ
た
り
し
て

と
て
も
危
険
で
す
。

ま
た
、大
切
な
家
を
灰
に
し
て
し
ま
う

火
災
か
ら
の
復
旧
に
は
、膨
大
な
時
間
と

お
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、お
休

み
前
に
は
も
う
一
度
、火
の
元
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
す

る
こ
と
。喫
煙
後
は
必
ず
消
火
し
、吸
い

が
ら
は
投
げ
捨
て
ず
、始
末
す
る
こ
と
。

●
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

●
火
災
に
つ
な
が
る
よ
う
な
野
焼
き
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
他
に
職
業
や
学
業
を
持
ち

な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や
地

震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け
る

救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え
日
々

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火
啓
発
、

年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域
の
安
全

安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等
が
支
給
さ
れ
、災
害
補

償
制
度
に
も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

一
定
期
間
以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合

は
、退
職
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支
障

が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

優
良
運
転
者
表
彰
の
ご
案
内

永
年
に
わ
た
り
無
事
故
・
無
違
反
を
続

け
、他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
な
ら
れ

た
方
を「
優
良
運
転
者
」と
し
て
表
彰
し
ま

す
。次
の
（1）
〜
（3）
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
は
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

資
格

（1）
①
10
年
表
彰（
10
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

②
20
年
表
彰（
20
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

③
30
年
表
彰（
30
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

④
40
年
表
彰（
40
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

（2）
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

（3）
同
種
の
優
良
運
転
者
の
表
彰
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方

申
請
手
数
料　
無
料

申
請
方
法　
津
島
警
察
署
内
交
通
安
全
協

会
津
島
支
部
ま
た
は
安
全
安
心
課（
本

庁
舎
）へ
、運
転
免
許
証
・
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
2
月
1
日
（水）
〜
3
月
31
日
（金）

表
彰
式
は
6
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
津
島
支

部
事
務
局

☎・FAX
0
5
6
7・2
4・4
7
7
1

確
定
申
告
相
談
会
場
に
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
は
、そ
の
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
用
の
顔
写
真
撮
影
、申
請
書

の
記
入
補
助
な
ど
を
行
い
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。二
次
元
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
と

通
知
カ
ー
ド（
個
人
番
号
通
知
書
）を
お
持

ち
い
た
だ
く
と
短
時
間
で
申
請
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
16
日
（木）
〜
3
月
15
日
（水）（
土・

日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所　

本
庁
舎
2
階
大
ホ
ー
ル（
確
定
申

告
相
談
会
場
）

対
象　

申
告
相
談
さ
れ
る
方
・
申
告
相
談

さ
れ
な
い
方
い
ず
れ
も
対
象

問
合
先　
情
報
推
進
課

☎
4
4
4・1
3
7
3

FAX
4
4
4・0
9
8
2

あ
ま
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予

定
者
説
明
会

統
一
地
方
選
挙
と
し
て
、あ
ま
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
4
月
23
日
に
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、立

候
補
予
定
者
及
び
そ
の
関
係
者
を
対
象
に

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
3
月
14
日
（火）　
午
後
2
時
〜

場
所　
美
和
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
み
れ

の
里　
2
階　
集
会
室

対
象　
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関
係
者

そ
の
他　

説
明
会
へ
の
出
席
者
は
、立
候

補
予
定
者
1
人
に
つ
き
2
人
ま
で
と
し

ま
す
。（
3
人
以
上
出
席
し
た
場
合
で
も
、

会
場
へ
は
2
人
ま
で
し
か
入
れ
ま
せ

ん
）

問
合
先　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
）

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

や
ま
だ

お
く
だ

こ
う
じ

9 令和5年2月号
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保
険・年
金

環
境・衛
生

Web

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
依

頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
登

録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。都
合

が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

登
録
説
明
会

日
時　
2
月
22
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
美
和
公
民
館

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、大

治
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※

妊
婦
さ
ん
、ま
た
は
生
後
4
か
月
未
満

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録

可
能
で
す
。事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　

説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※

説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り
）託
児
を
ご
希
望
の
方
は
開
催
日
8

日
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢
・
年
齢
）」

を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館　
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の

申
請
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、食
費
等
の
物

価
高
騰
等
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
、特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

支
給
対
象
者

ひ
と
り
親
世
帯
分

次
の
う
ち
、い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
公
的
年
金
給
付
等
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
よ
り
令
和
4
年
4
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、直
近
の
収

入
が
、児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る

水
準
に
下
が
っ
た
方

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分

平
成
16
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
5
年
2

月
28
日
生
ま
れ
の
児
童（
障
が
い
が
あ
る

場
合
、平
成
14
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

の
児
童
）を
養
育
す
る
方
の
う
ち
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
支
給
対
象
児
童
の
養
育
者
で
、令
和
4

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の

方
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、令
和
4
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
方
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方

支
給
額　
児
童
1
人
当
た
り
5
万
円

申
請
期
間　
2
月
28
日
（火）
ま
で

申
請
書
は
、子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）、美
和
・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
場
所　

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）

※

「
ひ
と
り
親
世
帯
分
」と「
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分
」の
両
方
に

該
当
す
る
場
合
、ど
ち
ら
か
一
方
の
み

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
で
に
ど
ち
ら
か
の
申
請
を
行
っ
た
方

は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

給
与
等　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　

週
5
日
以
内
、午
前
7
時
30

分
〜
午
後
7
時（
う
ち
7
時
間
以
内
勤

務
、休
憩
1
時
間
有
）、

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
5
年
度 

海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
保
険
及
び
障
害
認
定
調
査
員（
パ
ー
ト

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）募
集

業
務
内
容　
要
介
護
認
定
及
び
障
害
者
支

援
区
分
認
定
調
査
業
務
等

募
集
人
員　
6
人

勤
務
地　
海
部
東
部
消
防
組
合

勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
う
ち
7
時
間
、休
憩
1
時
間
有
）

※

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

賃
金　
海
部
東
部
消
防
組
合
の
規
則
に
基

づ
き
支
給

応
募
資
格　
次
の
①
及
び
②
の
条
件
を
全

て
満
た
す
方

①
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

介
護
支
援
専
門
員
、保
健
師
、看
護
師
、

准
看
護
師
、社
会
福
祉
士
、介
護
福
祉
士
、

歯
科
衛
生
士
、栄
養
士
、理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、精
神
保
健

福
祉
士　
等

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

受
付
期
間

2
月
24
日
（金）
午
後
5
時
ま
で（
土
・
日

曜・
祝
日
を
除
く　

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
）

な
お
、募
集
人
員
に
な
り
次
第
受
付
を

締
め
切
り
ま
す
。

提
出
書
類　

受
験
申
込
書
及
び
履
歴
書

（
組
合
所
定
の
も
の
）、資
格
者
証
及
び

運
転
免
許
証
の
写
し

そ
の
他　
介
護
保
険
認
定
調
査
員
研
修
を

修
了
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、採

用
後
、愛
知
県
が
行
う
認
定
調
査
員
研

修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込・問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
認
定
審
査

会
事
務
局（
あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十
坪

1
1
9
番
地
1
）

☎
4
4
9・0
8
0
0

FAX
4
4
9・0
8
0
2

寄
附
の
お
礼

山
田 

鉱
治
様

七
宝
小
学
校
の
た
め
に

現
金
1
万
3
千
円

奥
田 

は
る
ゑ
様

あ
ま
市
の
た
め
に

現
金
3
万
円

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
総
務
課

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

就
学
通
知
書
発
送
の
お
知
ら
せ

令
和
5
年
度
に
小
中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
に
、

1
月
下
旬
に
就
学
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
。通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、学
校

教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、通
知
書
は
発
送
日
時
点
で
市
内

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
発
送
し
て
い
ま

す
の
で
、転
出
の
予
定
が
あ
る
場
合
で
も

届
き
ま
す
。

問
合
先　
学
校
教
育
課

☎
4
4
4・0
9
0
2

FAX
4
4
3・8
2
1
0

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

2
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
支
給
月
で

す
。2

月
10
日
（金）
に
振
込
む
予
定
で
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

災
害
時
に
備
え
て
ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す

災
害
時
に
備
え
て
、市
役
所
甚
目
寺
庁

舎
2
階
に
お
い
て
、ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

※

新
庁
舎
の
開
庁
後
は
、新
庁
舎
で
の
お

預
か
り
と
な
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、ス
ト
ー
マ
装
具

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

保
管
物
品　

個
人
が
使
用
す
る
、お
お
む

ね
10
日
間
分
の
ス
ト
ー
マ
装
具

保
管
期
間　
1
年
6
か
月

申
込
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
、ス
ト
ー

マ
装
具
、各
自
で
用
意
し
た
保
管
箱（
35

㎝×

25
㎝×

20
㎝
以
内
の
大
き
さ
）を

持
参
し
、社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
の

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
本
人
以
外
の
方
が
窓
口
に
み
え
る
際
に

は
、代
理
の
方
の
本
人
確
認
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
等
）と
ご
本
人
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
自
動
振

込
を
開
始
し
ま
し
た

令
和
4
年
11
月（
令
和
4
年
7
月
受
診

分
）か
ら
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
は
、一
度
申
請
手
続
を
行
っ
た
方
の

二
度
目
以
降
の
申
請
手
続
を
不
要
と
す
る
、

自
動
振
込
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
動
振
込
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
国
民

健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
る
と

き
は
、医
療
機
関
等
の
受
診
か
ら
お
お
む

ね
5
か
月
後
に
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、支
給
決
定
額
、支
給
年
月
日
、金

融
機
関
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、自
動
振
込
を
希
望
し
な
い
場
合

や
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、自
動
振
込
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
が
あ
る
と
き
は
、申
請
の
案
内
を
郵

送
し
ま
す
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/hoken/kenkouhoken
n/1002007.htm
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問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」を
ご
存
知
で

す
かジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
が
切
れ

た
後
に
製
造
販
売
さ
れ
る
も
の
で
、新
薬

と
同
じ
有
効
成
分
を
含
み
、同
等
の
効
能・

効
果
が
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。

新
薬
と
比
べ
て
薬
の
値
段
が
4
割
か
ら

5
割
程
度
安
く
な
る
も
の
も
あ
り
、慢
性

的
な
病
気
に
よ
っ
て
薬
を
長
期
間
服
用
す

る
場
合
等
は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
で
薬
代
が
安
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、製
造
に
は
国
が
厳
し
い
規
制
や

基
準
を
定
め
て
い
て
、安
全
と
認
め
ら
れ

た
も
の
の
み
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
医
療
用
医
薬

品
の
た
め
、病
院
や
診
療
所
の
医
師
に
よ

る
処
方
せ
ん
が
必
要
で
す
。

処
方
を
希
望
す
る
場
合
は
、か
か
り
つ

け
の
医
師
や
薬
局
の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。ま
た
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
を
健
康
保
険
証
に
貼
り
付
け
る

こ
と
で
、簡
単
に
使
用
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ

ル
ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
特
定
保
健
指
導
」を
受
け
ま
し
ょ
う

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

を
受
診
さ
れ
た
方
の
う
ち
、結
果
が
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た

方
に
、健
康
教
室
や
訪
問
な
ど「
特
定
保
健

指
導
」の
ご
案
内
と
利
用
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

医
療
機
関
や
保
健
師
、管
理
栄
養
士
等

が
、生
活
習
慣
の
見
直
し
や
改
善
の
き
っ

か
け
と
な
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
提
供
の
お
願
い

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方

で
、職
場
の
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
た
40
歳
以
上
の
方
に
も
、結
果

に
よ
り「
特
定
保
健
指
導
」を
ご
案
内
で
き

ま
す
の
で
、健
康
診
断
等
の
結
果
を
、ぜ
ひ

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

利
用
期
限　
3
月
31
日
（金）
ま
で

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ
ル

ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

愛
犬
が
亡
く
な
っ
た
ら

ま
ず
は「
犬
の
死
亡
届
」を
出
し
て
く
だ

さ
い
。こ
れ
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。生
前
に
渡
さ

れ
た
、登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
添
付
の
う
え
、手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。次
の
各
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

・
環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

・
美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

飼
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
っ
た
ら

ペ
ッ
ト
の
火
葬
に
つ
い
て
は
、五
条
広

域
事
務
組
合（
構
成
市
は
、あ
ま
市
・
清
須

市
）の「
五
条
川
斎
苑
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
五
条
川
斎
苑

☎
4
0
1・0
1
0
0

FAX
4
0
1・0
1
3
0

無
許
可
の
不
用
品
回
収
業
者
に
は
ご
注

意
を

「
無
料
で
不
用
品
を
回
収
し
ま
す
」等
と

記
載
の
あ
る
チ
ラ
シ
や「
不
用
品
の
回
収

を
し
ま
す
」と
拡
声
器
等
で
案
内
す
る
巡

回
車
両
を
見
聞
き
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

か
？各

家
庭
か
ら
出
る
不
用
品（
ご
み
）を
収

集
運
搬
す
る
に
は
、行
政
機
関
か
ら
の
許

可
が
必
要
で
す
。許
可
を
持
た
な
い
業
者

に
気
軽
に
依
頼
し
不
用
品
を
処
分
し
よ
う

と
す
る
と
、知
ら
ぬ
間
に
不
法
投
棄
の
張

本
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、回
収
自
体

は
無
料
だ
が
、後
日
高
額
な
処
分
料
を
請

求
さ
れ
る
等
の
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
等
の
処
分
は
、法
令
順
守
を
心
が

け
適
切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

こ
ん
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
要
注
意

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
A
T
M

へ
は「
還
付
金
詐
欺
」で
す
。

①
市
役
所
職
員
を
騙
り「
医
療
費
の
還
付

金
が
あ
り
、返
金
し
た
い
の
で
銀
行
口

座
と
携
帯
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

等
と
電
話
が
入
る
。

②
銀
行
口
座
、携
帯
番
号
を
教
え
る
と
、犯

人
が
、「
A
T
M
へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

だ
け
を
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」等

A
T
M
を
指
定
し
、A
T
M
に
着
い
た

ら
、折
り
返
し
電
話
を
待
つ
よ
う
指
示

を
さ
れ
る
。

③
A
T
M
に
着
く
と
犯
人
か
ら
の
折
り
返

し
電
話
が
あ
り
、犯
人
の
指
示
で
A
T

M
を
操
作
し
た
と
こ
ろ
、相
手
口
座
に

お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
結
果
と
な
り
、

お
金
を
騙
し
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

【
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
A
T
M
で
還
付
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

「
還
付
金
」な
ど
お
金
の
話
が
出
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、一
旦
電
話
を
切
っ
て
、家

族・警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
頃
か
ら
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、不

審
な
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら
A
T
M
を
操

作
し
て
い
る
方
を
見
か
け
た
場
合
は
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、警
察
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

乾
燥
す
る
時
期
は
火
災
に
注
意

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
に
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
始
め
と
し
た
暖
房
器
具

な
ど
を
使
う
事
が
多
く
、特
に
火
災
に
対

す
る
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

室
内
で
火
災
が
発
生
す
る
と
、あ
っ
と

い
う
間
に
燃
え
広
が
り
、着
衣
に
火
が
燃

え
移
っ
た
り
、逃
げ
場
を
失
っ
た
り
し
て

と
て
も
危
険
で
す
。

ま
た
、大
切
な
家
を
灰
に
し
て
し
ま
う

火
災
か
ら
の
復
旧
に
は
、膨
大
な
時
間
と

お
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、お
休

み
前
に
は
も
う
一
度
、火
の
元
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
す

る
こ
と
。喫
煙
後
は
必
ず
消
火
し
、吸
い

が
ら
は
投
げ
捨
て
ず
、始
末
す
る
こ
と
。

●
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

●
火
災
に
つ
な
が
る
よ
う
な
野
焼
き
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
他
に
職
業
や
学
業
を
持
ち

な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や
地

震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け
る

救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え
日
々

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火
啓
発
、

年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域
の
安
全

安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等
が
支
給
さ
れ
、災
害
補

償
制
度
に
も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

一
定
期
間
以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合

は
、退
職
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支
障

が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

優
良
運
転
者
表
彰
の
ご
案
内

永
年
に
わ
た
り
無
事
故
・
無
違
反
を
続

け
、他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
な
ら
れ

た
方
を「
優
良
運
転
者
」と
し
て
表
彰
し
ま

す
。次
の
（1）
〜
（3）
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
は
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

資
格

（1）
①
10
年
表
彰（
10
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

②
20
年
表
彰（
20
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

③
30
年
表
彰（
30
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

④
40
年
表
彰（
40
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

（2）
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

（3）
同
種
の
優
良
運
転
者
の
表
彰
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方

申
請
手
数
料　
無
料

申
請
方
法　
津
島
警
察
署
内
交
通
安
全
協

会
津
島
支
部
ま
た
は
安
全
安
心
課（
本

庁
舎
）へ
、運
転
免
許
証
・
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
2
月
1
日
（水）
〜
3
月
31
日
（金）

表
彰
式
は
6
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
津
島
支

部
事
務
局

☎・FAX
0
5
6
7・2
4・4
7
7
1

確
定
申
告
相
談
会
場
に
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
は
、そ
の
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
用
の
顔
写
真
撮
影
、申
請
書

の
記
入
補
助
な
ど
を
行
い
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。二
次
元
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
と

通
知
カ
ー
ド（
個
人
番
号
通
知
書
）を
お
持

ち
い
た
だ
く
と
短
時
間
で
申
請
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
16
日
（木）
〜
3
月
15
日
（水）（
土・

日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所　

本
庁
舎
2
階
大
ホ
ー
ル（
確
定
申

告
相
談
会
場
）

対
象　

申
告
相
談
さ
れ
る
方
・
申
告
相
談

さ
れ
な
い
方
い
ず
れ
も
対
象

問
合
先　
情
報
推
進
課

☎
4
4
4・1
3
7
3

FAX
4
4
4・0
9
8
2

あ
ま
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予

定
者
説
明
会

統
一
地
方
選
挙
と
し
て
、あ
ま
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
4
月
23
日
に
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、立

候
補
予
定
者
及
び
そ
の
関
係
者
を
対
象
に

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
3
月
14
日
（火）　
午
後
2
時
〜

場
所　
美
和
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
み
れ

の
里　
2
階　
集
会
室

対
象　
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関
係
者

そ
の
他　

説
明
会
へ
の
出
席
者
は
、立
候

補
予
定
者
1
人
に
つ
き
2
人
ま
で
と
し

ま
す
。（
3
人
以
上
出
席
し
た
場
合
で
も
、

会
場
へ
は
2
人
ま
で
し
か
入
れ
ま
せ

ん
）

問
合
先　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
）

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

★保健指導により、生活習慣を見直し改善されたケース
女性（60代）
（期　　　間） 約3か月間
（主な取組み） 運動面：週2～3回ジムでの筋トレ
  隙間時間にスクワットやストレッチ
 食事面：野菜を増やす　野菜から食べる
（結　　　果） ・体重－1.8㎏　・腹囲－7cm
 ・血圧　高血圧→正常血圧
（参加者の声）
今のからだを維持していくことが大事だと思うので、
これからも筋トレを続けていきます！

マイナス マイナス

10令和5年2月号



市政ニュース

消
　
防

防
　
犯

あま市月別窃盗犯発生状況（暫定値）

手　口

計

侵入盗
（空き巣など）

令和4年
11月中
認知件数

前月比

乗物盗
（自動車盗など）

非侵入盗
（車上ねらいなど）

問合先　安全安心課
☎444・0862　FAX441・8330

5件

14件

17件

36件

+2件

-3件

+3件

+2件

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
依

頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
登

録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。都
合

が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

登
録
説
明
会

日
時　
2
月
22
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
美
和
公
民
館

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、大

治
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※

妊
婦
さ
ん
、ま
た
は
生
後
4
か
月
未
満

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録

可
能
で
す
。事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　

説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※

説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り
）託
児
を
ご
希
望
の
方
は
開
催
日
8

日
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢
・
年
齢
）」

を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館　
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の

申
請
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、食
費
等
の
物

価
高
騰
等
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
、特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

支
給
対
象
者

ひ
と
り
親
世
帯
分

次
の
う
ち
、い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
公
的
年
金
給
付
等
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
よ
り
令
和
4
年
4
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、直
近
の
収

入
が
、児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る

水
準
に
下
が
っ
た
方

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分

平
成
16
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
5
年
2

月
28
日
生
ま
れ
の
児
童（
障
が
い
が
あ
る

場
合
、平
成
14
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

の
児
童
）を
養
育
す
る
方
の
う
ち
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
支
給
対
象
児
童
の
養
育
者
で
、令
和
4

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の

方
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、令
和
4
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
方
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方

支
給
額　
児
童
1
人
当
た
り
5
万
円

申
請
期
間　
2
月
28
日
（火）
ま
で

申
請
書
は
、子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）、美
和
・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
場
所　

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）

※

「
ひ
と
り
親
世
帯
分
」と「
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分
」の
両
方
に

該
当
す
る
場
合
、ど
ち
ら
か
一
方
の
み

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
で
に
ど
ち
ら
か
の
申
請
を
行
っ
た
方

は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

給
与
等　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　

週
5
日
以
内
、午
前
7
時
30

分
〜
午
後
7
時（
う
ち
7
時
間
以
内
勤

務
、休
憩
1
時
間
有
）、

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
5
年
度 

海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
保
険
及
び
障
害
認
定
調
査
員（
パ
ー
ト

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）募
集

業
務
内
容　
要
介
護
認
定
及
び
障
害
者
支

援
区
分
認
定
調
査
業
務
等

募
集
人
員　
6
人

勤
務
地　
海
部
東
部
消
防
組
合

勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
う
ち
7
時
間
、休
憩
1
時
間
有
）

※

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

賃
金　
海
部
東
部
消
防
組
合
の
規
則
に
基

づ
き
支
給

応
募
資
格　
次
の
①
及
び
②
の
条
件
を
全

て
満
た
す
方

①
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

介
護
支
援
専
門
員
、保
健
師
、看
護
師
、

准
看
護
師
、社
会
福
祉
士
、介
護
福
祉
士
、

歯
科
衛
生
士
、栄
養
士
、理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、精
神
保
健

福
祉
士　
等

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

受
付
期
間

2
月
24
日
（金）
午
後
5
時
ま
で（
土
・
日

曜・
祝
日
を
除
く　

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
）

な
お
、募
集
人
員
に
な
り
次
第
受
付
を

締
め
切
り
ま
す
。

提
出
書
類　

受
験
申
込
書
及
び
履
歴
書

（
組
合
所
定
の
も
の
）、資
格
者
証
及
び

運
転
免
許
証
の
写
し

そ
の
他　
介
護
保
険
認
定
調
査
員
研
修
を

修
了
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、採

用
後
、愛
知
県
が
行
う
認
定
調
査
員
研

修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込・問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
認
定
審
査

会
事
務
局（
あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十
坪

1
1
9
番
地
1
）

☎
4
4
9・0
8
0
0

FAX
4
4
9・0
8
0
2

寄
附
の
お
礼

山
田 

鉱
治
様

七
宝
小
学
校
の
た
め
に

現
金
1
万
3
千
円

奥
田 

は
る
ゑ
様

あ
ま
市
の
た
め
に

現
金
3
万
円

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
総
務
課

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

就
学
通
知
書
発
送
の
お
知
ら
せ

令
和
5
年
度
に
小
中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
に
、

1
月
下
旬
に
就
学
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
。通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、学
校

教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、通
知
書
は
発
送
日
時
点
で
市
内

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
発
送
し
て
い
ま

す
の
で
、転
出
の
予
定
が
あ
る
場
合
で
も

届
き
ま
す
。

問
合
先　
学
校
教
育
課

☎
4
4
4・0
9
0
2

FAX
4
4
3・8
2
1
0

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

2
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
支
給
月
で

す
。2

月
10
日
（金）
に
振
込
む
予
定
で
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

災
害
時
に
備
え
て
ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す

災
害
時
に
備
え
て
、市
役
所
甚
目
寺
庁

舎
2
階
に
お
い
て
、ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

※

新
庁
舎
の
開
庁
後
は
、新
庁
舎
で
の
お

預
か
り
と
な
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、ス
ト
ー
マ
装
具

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

保
管
物
品　

個
人
が
使
用
す
る
、お
お
む

ね
10
日
間
分
の
ス
ト
ー
マ
装
具

保
管
期
間　
1
年
6
か
月

申
込
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
、ス
ト
ー

マ
装
具
、各
自
で
用
意
し
た
保
管
箱（
35

㎝×

25
㎝×

20
㎝
以
内
の
大
き
さ
）を

持
参
し
、社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
の

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

本
人
以
外
の
方
が
窓
口
に
み
え
る
際
に

は
、代
理
の
方
の
本
人
確
認
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
等
）と
ご
本
人
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
自
動
振

込
を
開
始
し
ま
し
た

令
和
4
年
11
月（
令
和
4
年
7
月
受
診

分
）か
ら
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
は
、一
度
申
請
手
続
を
行
っ
た
方
の

二
度
目
以
降
の
申
請
手
続
を
不
要
と
す
る
、

自
動
振
込
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
動
振
込
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
国
民

健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
る
と

き
は
、医
療
機
関
等
の
受
診
か
ら
お
お
む

ね
5
か
月
後
に
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、支
給
決
定
額
、支
給
年
月
日
、金

融
機
関
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、自
動
振
込
を
希
望
し
な
い
場
合

や
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、自
動
振
込
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
が
あ
る
と
き
は
、申
請
の
案
内
を
郵

送
し
ま
す
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/hoken/kenkouhoken
n/1002007.htm
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問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」を
ご
存
知
で

す
かジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
が
切
れ

た
後
に
製
造
販
売
さ
れ
る
も
の
で
、新
薬

と
同
じ
有
効
成
分
を
含
み
、同
等
の
効
能・

効
果
が
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。

新
薬
と
比
べ
て
薬
の
値
段
が
4
割
か
ら

5
割
程
度
安
く
な
る
も
の
も
あ
り
、慢
性

的
な
病
気
に
よ
っ
て
薬
を
長
期
間
服
用
す

る
場
合
等
は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
で
薬
代
が
安
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、製
造
に
は
国
が
厳
し
い
規
制
や

基
準
を
定
め
て
い
て
、安
全
と
認
め
ら
れ

た
も
の
の
み
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
医
療
用
医
薬

品
の
た
め
、病
院
や
診
療
所
の
医
師
に
よ

る
処
方
せ
ん
が
必
要
で
す
。

処
方
を
希
望
す
る
場
合
は
、か
か
り
つ

け
の
医
師
や
薬
局
の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。ま
た
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
を
健
康
保
険
証
に
貼
り
付
け
る

こ
と
で
、簡
単
に
使
用
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ

ル
ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
特
定
保
健
指
導
」を
受
け
ま
し
ょ
う

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

を
受
診
さ
れ
た
方
の
う
ち
、結
果
が
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た

方
に
、健
康
教
室
や
訪
問
な
ど「
特
定
保
健

指
導
」の
ご
案
内
と
利
用
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

医
療
機
関
や
保
健
師
、管
理
栄
養
士
等

が
、生
活
習
慣
の
見
直
し
や
改
善
の
き
っ

か
け
と
な
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
提
供
の
お
願
い

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方

で
、職
場
の
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
た
40
歳
以
上
の
方
に
も
、結
果

に
よ
り「
特
定
保
健
指
導
」を
ご
案
内
で
き

ま
す
の
で
、健
康
診
断
等
の
結
果
を
、ぜ
ひ

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

利
用
期
限　
3
月
31
日
（金）
ま
で

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ
ル

ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

愛
犬
が
亡
く
な
っ
た
ら

ま
ず
は「
犬
の
死
亡
届
」を
出
し
て
く
だ

さ
い
。こ
れ
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。生
前
に
渡
さ

れ
た
、登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
添
付
の
う
え
、手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。次
の
各
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

・
環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

・
美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

飼
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
っ
た
ら

ペ
ッ
ト
の
火
葬
に
つ
い
て
は
、五
条
広

域
事
務
組
合（
構
成
市
は
、あ
ま
市
・
清
須

市
）の「
五
条
川
斎
苑
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
五
条
川
斎
苑

☎
4
0
1・0
1
0
0

FAX
4
0
1・0
1
3
0

無
許
可
の
不
用
品
回
収
業
者
に
は
ご
注

意
を

「
無
料
で
不
用
品
を
回
収
し
ま
す
」等
と

記
載
の
あ
る
チ
ラ
シ
や「
不
用
品
の
回
収

を
し
ま
す
」と
拡
声
器
等
で
案
内
す
る
巡

回
車
両
を
見
聞
き
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

か
？各

家
庭
か
ら
出
る
不
用
品（
ご
み
）を
収

集
運
搬
す
る
に
は
、行
政
機
関
か
ら
の
許

可
が
必
要
で
す
。許
可
を
持
た
な
い
業
者

に
気
軽
に
依
頼
し
不
用
品
を
処
分
し
よ
う

と
す
る
と
、知
ら
ぬ
間
に
不
法
投
棄
の
張

本
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、回
収
自
体

は
無
料
だ
が
、後
日
高
額
な
処
分
料
を
請

求
さ
れ
る
等
の
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
等
の
処
分
は
、法
令
順
守
を
心
が

け
適
切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

こ
ん
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
要
注
意

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
A
T
M

へ
は「
還
付
金
詐
欺
」で
す
。

①
市
役
所
職
員
を
騙
り「
医
療
費
の
還
付

金
が
あ
り
、返
金
し
た
い
の
で
銀
行
口

座
と
携
帯
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

等
と
電
話
が
入
る
。

②
銀
行
口
座
、携
帯
番
号
を
教
え
る
と
、犯

人
が
、「
A
T
M
へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

だ
け
を
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」等

A
T
M
を
指
定
し
、A
T
M
に
着
い
た

ら
、折
り
返
し
電
話
を
待
つ
よ
う
指
示

を
さ
れ
る
。

③
A
T
M
に
着
く
と
犯
人
か
ら
の
折
り
返

し
電
話
が
あ
り
、犯
人
の
指
示
で
A
T

M
を
操
作
し
た
と
こ
ろ
、相
手
口
座
に

お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
結
果
と
な
り
、

お
金
を
騙
し
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

【
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
A
T
M
で
還
付
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

「
還
付
金
」な
ど
お
金
の
話
が
出
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、一
旦
電
話
を
切
っ
て
、家

族・警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
頃
か
ら
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、不

審
な
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら
A
T
M
を
操

作
し
て
い
る
方
を
見
か
け
た
場
合
は
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、警
察
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

乾
燥
す
る
時
期
は
火
災
に
注
意

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
に
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
始
め
と
し
た
暖
房
器
具

な
ど
を
使
う
事
が
多
く
、特
に
火
災
に
対

す
る
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

室
内
で
火
災
が
発
生
す
る
と
、あ
っ
と

い
う
間
に
燃
え
広
が
り
、着
衣
に
火
が
燃

え
移
っ
た
り
、逃
げ
場
を
失
っ
た
り
し
て

と
て
も
危
険
で
す
。

ま
た
、大
切
な
家
を
灰
に
し
て
し
ま
う

火
災
か
ら
の
復
旧
に
は
、膨
大
な
時
間
と

お
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、お
休

み
前
に
は
も
う
一
度
、火
の
元
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
す

る
こ
と
。喫
煙
後
は
必
ず
消
火
し
、吸
い

が
ら
は
投
げ
捨
て
ず
、始
末
す
る
こ
と
。

●
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

●
火
災
に
つ
な
が
る
よ
う
な
野
焼
き
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
他
に
職
業
や
学
業
を
持
ち

な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や
地

震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け
る

救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え
日
々

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火
啓
発
、

年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域
の
安
全

安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等
が
支
給
さ
れ
、災
害
補

償
制
度
に
も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

一
定
期
間
以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合

は
、退
職
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支
障

が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

優
良
運
転
者
表
彰
の
ご
案
内

永
年
に
わ
た
り
無
事
故
・
無
違
反
を
続

け
、他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
な
ら
れ

た
方
を「
優
良
運
転
者
」と
し
て
表
彰
し
ま

す
。次
の
（1）
〜
（3）
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
は
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

資
格

（1）
①
10
年
表
彰（
10
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

②
20
年
表
彰（
20
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

③
30
年
表
彰（
30
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

④
40
年
表
彰（
40
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

（2）
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

（3）
同
種
の
優
良
運
転
者
の
表
彰
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方

申
請
手
数
料　
無
料

申
請
方
法　
津
島
警
察
署
内
交
通
安
全
協

会
津
島
支
部
ま
た
は
安
全
安
心
課（
本

庁
舎
）へ
、運
転
免
許
証
・
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
2
月
1
日
（水）
〜
3
月
31
日
（金）

表
彰
式
は
6
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
津
島
支

部
事
務
局

☎・FAX
0
5
6
7・2
4・4
7
7
1

確
定
申
告
相
談
会
場
に
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
は
、そ
の
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
用
の
顔
写
真
撮
影
、申
請
書

の
記
入
補
助
な
ど
を
行
い
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。二
次
元
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
と

通
知
カ
ー
ド（
個
人
番
号
通
知
書
）を
お
持

ち
い
た
だ
く
と
短
時
間
で
申
請
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
16
日
（木）
〜
3
月
15
日
（水）（
土・

日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所　

本
庁
舎
2
階
大
ホ
ー
ル（
確
定
申

告
相
談
会
場
）

対
象　

申
告
相
談
さ
れ
る
方
・
申
告
相
談

さ
れ
な
い
方
い
ず
れ
も
対
象

問
合
先　
情
報
推
進
課

☎
4
4
4・1
3
7
3

FAX
4
4
4・0
9
8
2

あ
ま
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予

定
者
説
明
会

統
一
地
方
選
挙
と
し
て
、あ
ま
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
4
月
23
日
に
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、立

候
補
予
定
者
及
び
そ
の
関
係
者
を
対
象
に

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
3
月
14
日
（火）　
午
後
2
時
〜

場
所　
美
和
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
み
れ

の
里　
2
階　
集
会
室

対
象　
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関
係
者

そ
の
他　

説
明
会
へ
の
出
席
者
は
、立
候

補
予
定
者
1
人
に
つ
き
2
人
ま
で
と
し

ま
す
。（
3
人
以
上
出
席
し
た
場
合
で
も
、

会
場
へ
は
2
人
ま
で
し
か
入
れ
ま
せ

ん
）

問
合
先　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
）

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0
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交
通
安
全

令和4年中交通事故死亡者数

令和4年11月末現在
問合先　安全安心課
☎444・0862　FAX441・8330

地　　域

愛知県

津島警察署管内

あま市

死者数

124人

2人

0人

市政ニュース

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
依

頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
登

録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。都
合

が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

登
録
説
明
会

日
時　
2
月
22
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
美
和
公
民
館

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、大

治
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※

妊
婦
さ
ん
、ま
た
は
生
後
4
か
月
未
満

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録

可
能
で
す
。事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　

説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※

説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り
）託
児
を
ご
希
望
の
方
は
開
催
日
8

日
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢
・
年
齢
）」

を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館　
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の

申
請
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、食
費
等
の
物

価
高
騰
等
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
、特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

支
給
対
象
者

ひ
と
り
親
世
帯
分

次
の
う
ち
、い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
公
的
年
金
給
付
等
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
よ
り
令
和
4
年
4
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、直
近
の
収

入
が
、児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る

水
準
に
下
が
っ
た
方

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分

平
成
16
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
5
年
2

月
28
日
生
ま
れ
の
児
童（
障
が
い
が
あ
る

場
合
、平
成
14
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

の
児
童
）を
養
育
す
る
方
の
う
ち
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
支
給
対
象
児
童
の
養
育
者
で
、令
和
4

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の

方
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、令
和
4
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
方
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方

支
給
額　
児
童
1
人
当
た
り
5
万
円

申
請
期
間　
2
月
28
日
（火）
ま
で

申
請
書
は
、子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）、美
和
・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
場
所　

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）

※

「
ひ
と
り
親
世
帯
分
」と「
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分
」の
両
方
に

該
当
す
る
場
合
、ど
ち
ら
か
一
方
の
み

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
で
に
ど
ち
ら
か
の
申
請
を
行
っ
た
方

は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

給
与
等　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　

週
5
日
以
内
、午
前
7
時
30

分
〜
午
後
7
時（
う
ち
7
時
間
以
内
勤

務
、休
憩
1
時
間
有
）、

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
5
年
度 

海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
保
険
及
び
障
害
認
定
調
査
員（
パ
ー
ト

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）募
集

業
務
内
容　
要
介
護
認
定
及
び
障
害
者
支

援
区
分
認
定
調
査
業
務
等

募
集
人
員　
6
人

勤
務
地　
海
部
東
部
消
防
組
合

勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
う
ち
7
時
間
、休
憩
1
時
間
有
）

※

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

賃
金　
海
部
東
部
消
防
組
合
の
規
則
に
基

づ
き
支
給

応
募
資
格　
次
の
①
及
び
②
の
条
件
を
全

て
満
た
す
方

①
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

介
護
支
援
専
門
員
、保
健
師
、看
護
師
、

准
看
護
師
、社
会
福
祉
士
、介
護
福
祉
士
、

歯
科
衛
生
士
、栄
養
士
、理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、精
神
保
健

福
祉
士　
等

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

受
付
期
間

2
月
24
日
（金）
午
後
5
時
ま
で（
土
・
日

曜・
祝
日
を
除
く　

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
）

な
お
、募
集
人
員
に
な
り
次
第
受
付
を

締
め
切
り
ま
す
。

提
出
書
類　

受
験
申
込
書
及
び
履
歴
書

（
組
合
所
定
の
も
の
）、資
格
者
証
及
び

運
転
免
許
証
の
写
し

そ
の
他　
介
護
保
険
認
定
調
査
員
研
修
を

修
了
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、採

用
後
、愛
知
県
が
行
う
認
定
調
査
員
研

修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込・問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
認
定
審
査

会
事
務
局（
あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十
坪

1
1
9
番
地
1
）

☎
4
4
9・0
8
0
0

FAX
4
4
9・0
8
0
2

寄
附
の
お
礼

山
田 

鉱
治
様

七
宝
小
学
校
の
た
め
に

現
金
1
万
3
千
円

奥
田 

は
る
ゑ
様

あ
ま
市
の
た
め
に

現
金
3
万
円

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
総
務
課

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

就
学
通
知
書
発
送
の
お
知
ら
せ

令
和
5
年
度
に
小
中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
に
、

1
月
下
旬
に
就
学
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
。通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、学
校

教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、通
知
書
は
発
送
日
時
点
で
市
内

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
発
送
し
て
い
ま

す
の
で
、転
出
の
予
定
が
あ
る
場
合
で
も

届
き
ま
す
。

問
合
先　
学
校
教
育
課

☎
4
4
4・0
9
0
2

FAX
4
4
3・8
2
1
0

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

2
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
支
給
月
で

す
。2

月
10
日
（金）
に
振
込
む
予
定
で
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

災
害
時
に
備
え
て
ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す

災
害
時
に
備
え
て
、市
役
所
甚
目
寺
庁

舎
2
階
に
お
い
て
、ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

※

新
庁
舎
の
開
庁
後
は
、新
庁
舎
で
の
お

預
か
り
と
な
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、ス
ト
ー
マ
装
具

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

保
管
物
品　

個
人
が
使
用
す
る
、お
お
む

ね
10
日
間
分
の
ス
ト
ー
マ
装
具

保
管
期
間　
1
年
6
か
月

申
込
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
、ス
ト
ー

マ
装
具
、各
自
で
用
意
し
た
保
管
箱（
35

㎝×

25
㎝×

20
㎝
以
内
の
大
き
さ
）を

持
参
し
、社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
の

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

本
人
以
外
の
方
が
窓
口
に
み
え
る
際
に

は
、代
理
の
方
の
本
人
確
認
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
等
）と
ご
本
人
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
自
動
振

込
を
開
始
し
ま
し
た

令
和
4
年
11
月（
令
和
4
年
7
月
受
診

分
）か
ら
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
は
、一
度
申
請
手
続
を
行
っ
た
方
の

二
度
目
以
降
の
申
請
手
続
を
不
要
と
す
る
、

自
動
振
込
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
動
振
込
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
国
民

健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
る
と

き
は
、医
療
機
関
等
の
受
診
か
ら
お
お
む

ね
5
か
月
後
に
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、支
給
決
定
額
、支
給
年
月
日
、金

融
機
関
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、自
動
振
込
を
希
望
し
な
い
場
合

や
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、自
動
振
込
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
が
あ
る
と
き
は
、申
請
の
案
内
を
郵

送
し
ま
す
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/hoken/kenkouhoken
n/1002007.htm
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問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」を
ご
存
知
で

す
かジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
が
切
れ

た
後
に
製
造
販
売
さ
れ
る
も
の
で
、新
薬

と
同
じ
有
効
成
分
を
含
み
、同
等
の
効
能・

効
果
が
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。

新
薬
と
比
べ
て
薬
の
値
段
が
4
割
か
ら

5
割
程
度
安
く
な
る
も
の
も
あ
り
、慢
性

的
な
病
気
に
よ
っ
て
薬
を
長
期
間
服
用
す

る
場
合
等
は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
で
薬
代
が
安
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、製
造
に
は
国
が
厳
し
い
規
制
や

基
準
を
定
め
て
い
て
、安
全
と
認
め
ら
れ

た
も
の
の
み
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
医
療
用
医
薬

品
の
た
め
、病
院
や
診
療
所
の
医
師
に
よ

る
処
方
せ
ん
が
必
要
で
す
。

処
方
を
希
望
す
る
場
合
は
、か
か
り
つ

け
の
医
師
や
薬
局
の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。ま
た
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
を
健
康
保
険
証
に
貼
り
付
け
る

こ
と
で
、簡
単
に
使
用
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ

ル
ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
特
定
保
健
指
導
」を
受
け
ま
し
ょ
う

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

を
受
診
さ
れ
た
方
の
う
ち
、結
果
が
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た

方
に
、健
康
教
室
や
訪
問
な
ど「
特
定
保
健

指
導
」の
ご
案
内
と
利
用
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

医
療
機
関
や
保
健
師
、管
理
栄
養
士
等

が
、生
活
習
慣
の
見
直
し
や
改
善
の
き
っ

か
け
と
な
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
提
供
の
お
願
い

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方

で
、職
場
の
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
た
40
歳
以
上
の
方
に
も
、結
果

に
よ
り「
特
定
保
健
指
導
」を
ご
案
内
で
き

ま
す
の
で
、健
康
診
断
等
の
結
果
を
、ぜ
ひ

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

利
用
期
限　
3
月
31
日
（金）
ま
で

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ
ル

ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

愛
犬
が
亡
く
な
っ
た
ら

ま
ず
は「
犬
の
死
亡
届
」を
出
し
て
く
だ

さ
い
。こ
れ
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。生
前
に
渡
さ

れ
た
、登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
添
付
の
う
え
、手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。次
の
各
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

・
環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

・
美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

飼
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
っ
た
ら

ペ
ッ
ト
の
火
葬
に
つ
い
て
は
、五
条
広

域
事
務
組
合（
構
成
市
は
、あ
ま
市
・
清
須

市
）の「
五
条
川
斎
苑
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
五
条
川
斎
苑

☎
4
0
1・0
1
0
0

FAX
4
0
1・0
1
3
0

無
許
可
の
不
用
品
回
収
業
者
に
は
ご
注

意
を

「
無
料
で
不
用
品
を
回
収
し
ま
す
」等
と

記
載
の
あ
る
チ
ラ
シ
や「
不
用
品
の
回
収

を
し
ま
す
」と
拡
声
器
等
で
案
内
す
る
巡

回
車
両
を
見
聞
き
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

か
？各

家
庭
か
ら
出
る
不
用
品（
ご
み
）を
収

集
運
搬
す
る
に
は
、行
政
機
関
か
ら
の
許

可
が
必
要
で
す
。許
可
を
持
た
な
い
業
者

に
気
軽
に
依
頼
し
不
用
品
を
処
分
し
よ
う

と
す
る
と
、知
ら
ぬ
間
に
不
法
投
棄
の
張

本
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、回
収
自
体

は
無
料
だ
が
、後
日
高
額
な
処
分
料
を
請

求
さ
れ
る
等
の
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
等
の
処
分
は
、法
令
順
守
を
心
が

け
適
切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

こ
ん
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
要
注
意

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
A
T
M

へ
は「
還
付
金
詐
欺
」で
す
。

①
市
役
所
職
員
を
騙
り「
医
療
費
の
還
付

金
が
あ
り
、返
金
し
た
い
の
で
銀
行
口

座
と
携
帯
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

等
と
電
話
が
入
る
。

②
銀
行
口
座
、携
帯
番
号
を
教
え
る
と
、犯

人
が
、「
A
T
M
へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

だ
け
を
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」等

A
T
M
を
指
定
し
、A
T
M
に
着
い
た

ら
、折
り
返
し
電
話
を
待
つ
よ
う
指
示

を
さ
れ
る
。

③
A
T
M
に
着
く
と
犯
人
か
ら
の
折
り
返

し
電
話
が
あ
り
、犯
人
の
指
示
で
A
T

M
を
操
作
し
た
と
こ
ろ
、相
手
口
座
に

お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
結
果
と
な
り
、

お
金
を
騙
し
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

【
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
A
T
M
で
還
付
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

「
還
付
金
」な
ど
お
金
の
話
が
出
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、一
旦
電
話
を
切
っ
て
、家

族・警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
頃
か
ら
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、不

審
な
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら
A
T
M
を
操

作
し
て
い
る
方
を
見
か
け
た
場
合
は
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、警
察
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

乾
燥
す
る
時
期
は
火
災
に
注
意

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
に
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
始
め
と
し
た
暖
房
器
具

な
ど
を
使
う
事
が
多
く
、特
に
火
災
に
対

す
る
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

室
内
で
火
災
が
発
生
す
る
と
、あ
っ
と

い
う
間
に
燃
え
広
が
り
、着
衣
に
火
が
燃

え
移
っ
た
り
、逃
げ
場
を
失
っ
た
り
し
て

と
て
も
危
険
で
す
。

ま
た
、大
切
な
家
を
灰
に
し
て
し
ま
う

火
災
か
ら
の
復
旧
に
は
、膨
大
な
時
間
と

お
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、お
休

み
前
に
は
も
う
一
度
、火
の
元
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
す

る
こ
と
。喫
煙
後
は
必
ず
消
火
し
、吸
い

が
ら
は
投
げ
捨
て
ず
、始
末
す
る
こ
と
。

●
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

●
火
災
に
つ
な
が
る
よ
う
な
野
焼
き
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
他
に
職
業
や
学
業
を
持
ち

な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や
地

震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け
る

救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え
日
々

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火
啓
発
、

年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域
の
安
全

安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等
が
支
給
さ
れ
、災
害
補

償
制
度
に
も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

一
定
期
間
以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合

は
、退
職
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支
障

が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

優
良
運
転
者
表
彰
の
ご
案
内

永
年
に
わ
た
り
無
事
故
・
無
違
反
を
続

け
、他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
な
ら
れ

た
方
を「
優
良
運
転
者
」と
し
て
表
彰
し
ま

す
。次
の
（1）
〜
（3）
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
は
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

資
格

（1）
①
10
年
表
彰（
10
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

②
20
年
表
彰（
20
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

③
30
年
表
彰（
30
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

④
40
年
表
彰（
40
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

（2）
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

（3）
同
種
の
優
良
運
転
者
の
表
彰
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方

申
請
手
数
料　
無
料

申
請
方
法　
津
島
警
察
署
内
交
通
安
全
協

会
津
島
支
部
ま
た
は
安
全
安
心
課（
本

庁
舎
）へ
、運
転
免
許
証
・
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
2
月
1
日
（水）
〜
3
月
31
日
（金）

表
彰
式
は
6
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
津
島
支

部
事
務
局

☎・FAX
0
5
6
7・2
4・4
7
7
1

確
定
申
告
相
談
会
場
に
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
は
、そ
の
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
用
の
顔
写
真
撮
影
、申
請
書

の
記
入
補
助
な
ど
を
行
い
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。二
次
元
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
と

通
知
カ
ー
ド（
個
人
番
号
通
知
書
）を
お
持

ち
い
た
だ
く
と
短
時
間
で
申
請
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
16
日
（木）
〜
3
月
15
日
（水）（
土・

日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所　

本
庁
舎
2
階
大
ホ
ー
ル（
確
定
申

告
相
談
会
場
）

対
象　

申
告
相
談
さ
れ
る
方
・
申
告
相
談

さ
れ
な
い
方
い
ず
れ
も
対
象

問
合
先　
情
報
推
進
課

☎
4
4
4・1
3
7
3

FAX
4
4
4・0
9
8
2

あ
ま
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予

定
者
説
明
会

統
一
地
方
選
挙
と
し
て
、あ
ま
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
4
月
23
日
に
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、立

候
補
予
定
者
及
び
そ
の
関
係
者
を
対
象
に

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
3
月
14
日
（火）　
午
後
2
時
〜

場
所　
美
和
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
み
れ

の
里　
2
階　
集
会
室

対
象　
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関
係
者

そ
の
他　

説
明
会
へ
の
出
席
者
は
、立
候

補
予
定
者
1
人
に
つ
き
2
人
ま
で
と
し

ま
す
。（
3
人
以
上
出
席
し
た
場
合
で
も
、

会
場
へ
は
2
人
ま
で
し
か
入
れ
ま
せ

ん
）

問
合
先　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
）

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

交通事故の起こりやすい場所～守って　　・知って　　～Vol .79交通事故の起こりやすい場所～守って　　・知って　　～Vol .79安全 安心
名
称　
一
本
橋
の
周
辺

場
所　
七
宝
町
秋
竹
杁
先
、四
町
田

自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
と
、一
本

橋
の
両
岸
に
あ
る
狭
い
堤
防
道
路
か
ら

自
転
車
が
飛
び
出
し
、減
速
せ
ず
に
横

断
し
て
い
く
と
こ
ろ
を
、何
度
も
見
か

け
る
。小
学
校
が
近
い
の
で
徐
行
運
転

を
心
が
け
て
い
る
が
、普
通
に
走
っ
て

い
た
ら
と
思
う
と
、ゾ
ッ
と
す
る
。

東
西
方
向
の
道
路
は
両
側
に
家
が
建

ち
並
び
、交
差
す
る
堤
防
道
路
は
見
通

し
が
悪
い
。し
か
も
最
近
、交
通
の
流
れ

が
変
わ
り
、朝
の
交
通
量
が
増
え
た
。通

学
路
が
交
差
し
、子
ど
も
た
ち
が
自
転

車
で
遊
ぶ
道
で
も
あ
る
。学
校
の
近
く

で
は
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
こ
と
が
鉄

則
と
い
え
る
。

（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト・あ
！
マ
ッ
プ
か
ら
抜
粋
）

七宝町秋竹杁先
四町田

（
危
険
と
感
じ
る
場
所
や
体
験
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

12令和5年2月号



市政ニュース

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
依

頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
登

録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。都
合

が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

登
録
説
明
会

日
時　
2
月
22
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
美
和
公
民
館

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、大

治
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※

妊
婦
さ
ん
、ま
た
は
生
後
4
か
月
未
満

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録

可
能
で
す
。事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　

説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※

説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り
）託
児
を
ご
希
望
の
方
は
開
催
日
8

日
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢
・
年
齢
）」

を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館　
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の

申
請
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、食
費
等
の
物

価
高
騰
等
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
、特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

支
給
対
象
者

ひ
と
り
親
世
帯
分

次
の
う
ち
、い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
公
的
年
金
給
付
等
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
よ
り
令
和
4
年
4
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、直
近
の
収

入
が
、児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る

水
準
に
下
が
っ
た
方

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分

平
成
16
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
5
年
2

月
28
日
生
ま
れ
の
児
童（
障
が
い
が
あ
る

場
合
、平
成
14
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

の
児
童
）を
養
育
す
る
方
の
う
ち
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
支
給
対
象
児
童
の
養
育
者
で
、令
和
4

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の

方
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、令
和
4
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
方
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方

支
給
額　
児
童
1
人
当
た
り
5
万
円

申
請
期
間　
2
月
28
日
（火）
ま
で

申
請
書
は
、子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）、美
和
・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
場
所　

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）

※

「
ひ
と
り
親
世
帯
分
」と「
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分
」の
両
方
に

該
当
す
る
場
合
、ど
ち
ら
か
一
方
の
み

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
で
に
ど
ち
ら
か
の
申
請
を
行
っ
た
方

は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

給
与
等　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

（
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　

週
5
日
以
内
、午
前
7
時
30

分
〜
午
後
7
時（
う
ち
7
時
間
以
内
勤

務
、休
憩
1
時
間
有
）、

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診

断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
5
年
度 

海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
保
険
及
び
障
害
認
定
調
査
員（
パ
ー
ト

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）募
集

業
務
内
容　
要
介
護
認
定
及
び
障
害
者
支

援
区
分
認
定
調
査
業
務
等

募
集
人
員　
6
人

勤
務
地　
海
部
東
部
消
防
組
合

勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
う
ち
7
時
間
、休
憩
1
時
間
有
）

※

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

賃
金　
海
部
東
部
消
防
組
合
の
規
則
に
基

づ
き
支
給

応
募
資
格　
次
の
①
及
び
②
の
条
件
を
全

て
満
た
す
方

①
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

介
護
支
援
専
門
員
、保
健
師
、看
護
師
、

准
看
護
師
、社
会
福
祉
士
、介
護
福
祉
士
、

歯
科
衛
生
士
、栄
養
士
、理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、精
神
保
健

福
祉
士　
等

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

受
付
期
間

2
月
24
日
（金）
午
後
5
時
ま
で（
土
・
日

曜・
祝
日
を
除
く　

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
）

な
お
、募
集
人
員
に
な
り
次
第
受
付
を

締
め
切
り
ま
す
。

提
出
書
類　

受
験
申
込
書
及
び
履
歴
書

（
組
合
所
定
の
も
の
）、資
格
者
証
及
び

運
転
免
許
証
の
写
し

そ
の
他　
介
護
保
険
認
定
調
査
員
研
修
を

修
了
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、採

用
後
、愛
知
県
が
行
う
認
定
調
査
員
研

修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込・問
合
先　
海
部
東
部
消
防
組
合

介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
認
定
審
査

会
事
務
局（
あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十
坪

1
1
9
番
地
1
）

☎
4
4
9・0
8
0
0

FAX
4
4
9・0
8
0
2

寄
附
の
お
礼

山
田 

鉱
治
様

七
宝
小
学
校
の
た
め
に

現
金
1
万
3
千
円

奥
田 

は
る
ゑ
様

あ
ま
市
の
た
め
に

現
金
3
万
円

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
総
務
課

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

就
学
通
知
書
発
送
の
お
知
ら
せ

令
和
5
年
度
に
小
中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
に
、

1
月
下
旬
に
就
学
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
。通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、学
校

教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、通
知
書
は
発
送
日
時
点
で
市
内

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
発
送
し
て
い
ま

す
の
で
、転
出
の
予
定
が
あ
る
場
合
で
も

届
き
ま
す
。

問
合
先　
学
校
教
育
課

☎
4
4
4・0
9
0
2

FAX
4
4
3・8
2
1
0

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

2
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
支
給
月
で

す
。2

月
10
日
（金）
に
振
込
む
予
定
で
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

災
害
時
に
備
え
て
ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す

災
害
時
に
備
え
て
、市
役
所
甚
目
寺
庁

舎
2
階
に
お
い
て
、ス
ト
ー
マ
装
具
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

※

新
庁
舎
の
開
庁
後
は
、新
庁
舎
で
の
お

預
か
り
と
な
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、ス
ト
ー
マ
装
具

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

保
管
物
品　

個
人
が
使
用
す
る
、お
お
む

ね
10
日
間
分
の
ス
ト
ー
マ
装
具

保
管
期
間　
1
年
6
か
月

申
込
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
、ス
ト
ー

マ
装
具
、各
自
で
用
意
し
た
保
管
箱（
35

㎝×

25
㎝×

20
㎝
以
内
の
大
き
さ
）を

持
参
し
、社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
の

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

本
人
以
外
の
方
が
窓
口
に
み
え
る
際
に

は
、代
理
の
方
の
本
人
確
認
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
等
）と
ご
本
人
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
自
動
振

込
を
開
始
し
ま
し
た

令
和
4
年
11
月（
令
和
4
年
7
月
受
診

分
）か
ら
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
は
、一
度
申
請
手
続
を
行
っ
た
方
の

二
度
目
以
降
の
申
請
手
続
を
不
要
と
す
る
、

自
動
振
込
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
動
振
込
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
国
民

健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
る
と

き
は
、医
療
機
関
等
の
受
診
か
ら
お
お
む

ね
5
か
月
後
に
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、支
給
決
定
額
、支
給
年
月
日
、金

融
機
関
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、自
動
振
込
を
希
望
し
な
い
場
合

や
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、自
動
振
込
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
、国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

支
給
が
あ
る
と
き
は
、申
請
の
案
内
を
郵

送
し
ま
す
。

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/hoken/kenkouhoken
n/1002007.htm

l

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」を
ご
存
知
で

す
かジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
が
切
れ

た
後
に
製
造
販
売
さ
れ
る
も
の
で
、新
薬

と
同
じ
有
効
成
分
を
含
み
、同
等
の
効
能・

効
果
が
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。

新
薬
と
比
べ
て
薬
の
値
段
が
4
割
か
ら

5
割
程
度
安
く
な
る
も
の
も
あ
り
、慢
性

的
な
病
気
に
よ
っ
て
薬
を
長
期
間
服
用
す

る
場
合
等
は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
で
薬
代
が
安
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、製
造
に
は
国
が
厳
し
い
規
制
や

基
準
を
定
め
て
い
て
、安
全
と
認
め
ら
れ

た
も
の
の
み
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
医
療
用
医
薬

品
の
た
め
、病
院
や
診
療
所
の
医
師
に
よ

る
処
方
せ
ん
が
必
要
で
す
。

処
方
を
希
望
す
る
場
合
は
、か
か
り
つ

け
の
医
師
や
薬
局
の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。ま
た
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
を
健
康
保
険
証
に
貼
り
付
け
る

こ
と
で
、簡
単
に
使
用
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ

ル
ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
特
定
保
健
指
導
」を
受
け
ま
し
ょ
う

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

を
受
診
さ
れ
た
方
の
う
ち
、結
果
が
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た

方
に
、健
康
教
室
や
訪
問
な
ど「
特
定
保
健

指
導
」の
ご
案
内
と
利
用
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

医
療
機
関
や
保
健
師
、管
理
栄
養
士
等

が
、生
活
習
慣
の
見
直
し
や
改
善
の
き
っ

か
け
と
な
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
提
供
の
お
願
い

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方

で
、職
場
の
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
た
40
歳
以
上
の
方
に
も
、結
果

に
よ
り「
特
定
保
健
指
導
」を
ご
案
内
で
き

ま
す
の
で
、健
康
診
断
等
の
結
果
を
、ぜ
ひ

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

利
用
期
限　
3
月
31
日
（金）
ま
で

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ
ル

ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

愛
犬
が
亡
く
な
っ
た
ら

ま
ず
は「
犬
の
死
亡
届
」を
出
し
て
く
だ

さ
い
。こ
れ
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。生
前
に
渡
さ

れ
た
、登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
添
付
の
う
え
、手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。次
の
各
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

・
環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

・
美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

飼
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
っ
た
ら

ペ
ッ
ト
の
火
葬
に
つ
い
て
は
、五
条
広

域
事
務
組
合（
構
成
市
は
、あ
ま
市
・
清
須

市
）の「
五
条
川
斎
苑
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
五
条
川
斎
苑

☎
4
0
1・0
1
0
0

FAX
4
0
1・0
1
3
0

無
許
可
の
不
用
品
回
収
業
者
に
は
ご
注

意
を

「
無
料
で
不
用
品
を
回
収
し
ま
す
」等
と

記
載
の
あ
る
チ
ラ
シ
や「
不
用
品
の
回
収

を
し
ま
す
」と
拡
声
器
等
で
案
内
す
る
巡

回
車
両
を
見
聞
き
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

か
？各

家
庭
か
ら
出
る
不
用
品（
ご
み
）を
収

集
運
搬
す
る
に
は
、行
政
機
関
か
ら
の
許

可
が
必
要
で
す
。許
可
を
持
た
な
い
業
者

に
気
軽
に
依
頼
し
不
用
品
を
処
分
し
よ
う

と
す
る
と
、知
ら
ぬ
間
に
不
法
投
棄
の
張

本
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、回
収
自
体

は
無
料
だ
が
、後
日
高
額
な
処
分
料
を
請

求
さ
れ
る
等
の
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
等
の
処
分
は
、法
令
順
守
を
心
が

け
適
切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

こ
ん
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
要
注
意

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
A
T
M

へ
は「
還
付
金
詐
欺
」で
す
。

①
市
役
所
職
員
を
騙
り「
医
療
費
の
還
付

金
が
あ
り
、返
金
し
た
い
の
で
銀
行
口

座
と
携
帯
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

等
と
電
話
が
入
る
。

②
銀
行
口
座
、携
帯
番
号
を
教
え
る
と
、犯

人
が
、「
A
T
M
へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

だ
け
を
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」等

A
T
M
を
指
定
し
、A
T
M
に
着
い
た

ら
、折
り
返
し
電
話
を
待
つ
よ
う
指
示

を
さ
れ
る
。

③
A
T
M
に
着
く
と
犯
人
か
ら
の
折
り
返

し
電
話
が
あ
り
、犯
人
の
指
示
で
A
T

M
を
操
作
し
た
と
こ
ろ
、相
手
口
座
に

お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
結
果
と
な
り
、

お
金
を
騙
し
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

【
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
A
T
M
で
還
付
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

「
還
付
金
」な
ど
お
金
の
話
が
出
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、一
旦
電
話
を
切
っ
て
、家

族・警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
頃
か
ら
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、不

審
な
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら
A
T
M
を
操

作
し
て
い
る
方
を
見
か
け
た
場
合
は
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、警
察
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

乾
燥
す
る
時
期
は
火
災
に
注
意

毎
年
、寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
に
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
始
め
と
し
た
暖
房
器
具

な
ど
を
使
う
事
が
多
く
、特
に
火
災
に
対

す
る
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

室
内
で
火
災
が
発
生
す
る
と
、あ
っ
と

い
う
間
に
燃
え
広
が
り
、着
衣
に
火
が
燃

え
移
っ
た
り
、逃
げ
場
を
失
っ
た
り
し
て

と
て
も
危
険
で
す
。

ま
た
、大
切
な
家
を
灰
に
し
て
し
ま
う

火
災
か
ら
の
復
旧
に
は
、膨
大
な
時
間
と

お
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

火
を
使
っ
た
後
や
、お
出
か
け
前
、お
休

み
前
に
は
も
う
一
度
、火
の
元
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
す

る
こ
と
。喫
煙
後
は
必
ず
消
火
し
、吸
い

が
ら
は
投
げ
捨
て
ず
、始
末
す
る
こ
と
。

●
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

●
火
災
に
つ
な
が
る
よ
う
な
野
焼
き
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あ
ま
市
消
防
団
員
募
集
！

こ
の
街
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
と
は
？

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
設
置
し
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
他
に
職
業
や
学
業
を
持
ち

な
が
ら
、火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
や
地

震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け
る

救
助
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、平
常
時
に
は
災
害
時
に
備
え
日
々

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、防
火
啓
発
、

年
末
の
夜
間
特
別
警
戒
な
ど
地
域
の
安
全

安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
待
遇

消
防
団
員
の
身
分
は
、非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。災
害
時
の
出
動

手
当
、年
額
報
酬
等
が
支
給
さ
れ
、災
害
補

償
制
度
に
も
加
入
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

一
定
期
間
以
上
勤
務
し
、退
団
し
た
場
合

は
、退
職
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
条
件

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

う
ち
健
康
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
支
障

が
な
い
方
。

申
込・問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

優
良
運
転
者
表
彰
の
ご
案
内

永
年
に
わ
た
り
無
事
故
・
無
違
反
を
続

け
、他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
な
ら
れ

た
方
を「
優
良
運
転
者
」と
し
て
表
彰
し
ま

す
。次
の
（1）
〜
（3）
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
は
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

資
格

（1）
①
10
年
表
彰（
10
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

②
20
年
表
彰（
20
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

③
30
年
表
彰（
30
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

④
40
年
表
彰（
40
年
以
上
無
事
故・無
違

反
で
あ
る
こ
と
）

（2）
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

（3）
同
種
の
優
良
運
転
者
の
表
彰
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方

申
請
手
数
料　
無
料

申
請
方
法　
津
島
警
察
署
内
交
通
安
全
協

会
津
島
支
部
ま
た
は
安
全
安
心
課（
本

庁
舎
）へ
、運
転
免
許
証
・
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
2
月
1
日
（水）
〜
3
月
31
日
（金）

表
彰
式
は
6
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
津
島
支

部
事
務
局

☎・FAX
0
5
6
7・2
4・4
7
7
1

確
定
申
告
相
談
会
場
に
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
は
、そ
の
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
用
の
顔
写
真
撮
影
、申
請
書

の
記
入
補
助
な
ど
を
行
い
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。二
次
元
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
と

通
知
カ
ー
ド（
個
人
番
号
通
知
書
）を
お
持

ち
い
た
だ
く
と
短
時
間
で
申
請
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
16
日
（木）
〜
3
月
15
日
（水）（
土・

日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所　

本
庁
舎
2
階
大
ホ
ー
ル（
確
定
申

告
相
談
会
場
）

対
象　

申
告
相
談
さ
れ
る
方
・
申
告
相
談

さ
れ
な
い
方
い
ず
れ
も
対
象

問
合
先　
情
報
推
進
課

☎
4
4
4・1
3
7
3

FAX
4
4
4・0
9
8
2

あ
ま
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予

定
者
説
明
会

統
一
地
方
選
挙
と
し
て
、あ
ま
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
4
月
23
日
に
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、立

候
補
予
定
者
及
び
そ
の
関
係
者
を
対
象
に

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
3
月
14
日
（火）　
午
後
2
時
〜

場
所　
美
和
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
み
れ

の
里　
2
階　
集
会
室

対
象　
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関
係
者

そ
の
他　

説
明
会
へ
の
出
席
者
は
、立
候

補
予
定
者
1
人
に
つ
き
2
人
ま
で
と
し

ま
す
。（
3
人
以
上
出
席
し
た
場
合
で
も
、

会
場
へ
は
2
人
ま
で
し
か
入
れ
ま
せ

ん
）

問
合
先　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
）

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

3月議会定例会日程（予定）

開議時間　午前10時（委員会は午前9時）
※議会の傍聴を希望される方は、会議当日に、甚目寺庁舎3
階の議会事務局受付までお越しください。
※会議の日程は変更となる場合があります。
問合先　議会事務局　☎444・3174　 FAX444・4055

 期　日 日　程

 2月24日（金） 開会、議案説明

 3月  6日（月） 一般質問、議案質疑

 3月  8日（水） 一般質問、議案質疑

 3月  9日（木） 一般質問、議案質疑

 3月15日（水） 総務文教委員会

 3月16日（木） 厚生委員会

 3月17日（金） 建設産業委員会

 3月24日（金） 討論・採決、閉会

そ
の
他

13 令和5年2月号
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…日時
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…問合先

…場所
…定員
…講師
…持ち物
…共催
…後援
…申込
…ウェブサイト

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

「
家
庭
の
日
」県
民
運
動
強
調
月
間

期
間　
2
月
1
日
（水）
〜
28
日
（火）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
親
と
子
の
対
話
が
つ
く
る
よ
い
家
庭
」

趣
旨　
家
庭
が
担
う
役
割
の
重
要
性
に
つ

い
て
認
識
を
高
め
、親
子
の
対
話
の
あ

る
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、毎
月
第
3
日
曜
日
は「
家
庭
の

日
」と
し
て
、ふ
れ
あ
い
の
あ
る
家
庭
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

主
唱　

愛
知
県
、愛
知
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議
、あ
ま
市
青
少
年
健
全
育
成
推

進
協
議
会

問　
生
涯
学
習
課（
七
宝
公
民
館
）

☎
4
4
4・2
5
1
1

FAX
4
4
4・2
5
1
2

預
け
て
安
心
！
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管

制
度自

筆
証
書
遺
言
書
を
法
務
局
で
長
期
間

適
正
に
保
管
・
管
理
す
る
制
度
が
で
き
た

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

保
管
に
関
す
る
費
用
は
申
請
1
件
に
つ

き
3
，9
0
0
円
で
す
。ま
た
、相
続
開
始

後
、本
制
度
で
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
言
書

は
裁
判
所
の
検
認
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
法
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Webhttps://w
w
w
.m
oj.go.jp/

M
INJI/m

inji03_00051.htm
l

問　
名
古
屋
法
務
局
津
島
支
局

☎
0
5
6
7・2
6・2
4
2
3

相
続
相
談
会
の
ご
案
内【
要
予
約
】

相
続
・
遺
言
に
関
す
る
面
接
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

時　
2
月
4
日
（土）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所　

津
島
市
文
化
会
館　

2
階
視
聴
覚

室
内　

土
地
や
建
物
の
相
続
、遺
言
な
ど
に

関
す
る
こ
と
。（
た
だ
し
、相
続
税
に
関

す
る
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
）

申　

要
予
約（
当
日
受
付
あ
り
。た
だ
し
、

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
）

問
合
先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。予
約
受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

（
祝
日
を
除
く
）

催　

愛
知
県
司
法
書
士
会
熱
田
・
海
部
支

部
問　
愛
知
県
司
法
書
士
会

☎
6
8
3・6
6
8
6

ア
ル
コ
ー
ル
専
門
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
せ
ん
か
？
精
神
科
医
師
と
専
門
の
相

談
員
が
お
話
を
伺
い
ま
す
。

時　
2
月
16
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所　
津
島
保
健
所

対　
ア
ル
コ
ー
ル
が
原
因
の
健
康
問
題
に

悩
む
本
人
も
し
く
は
家
族

申　
2
月
13
日
（月）
ま
で
に
問
合
先
へ
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
予
約

制・定
員
2
組
）　　
　

問　
津
島
保
健
所　
健
康
支
援
課

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
3
7

愛
知
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

県
で
は
、消
費
者
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費
者
行
政
の
推
進
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動

①
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る
商

品
、不
当
な
表
示
、悪
質
商
法
な
ど
の
観

察・県
へ
の
情
報
提
供（
年
2
回
程
度
）

②
地
域
・
周
囲
な
ど
身
近
な
方
へ
の
消
費

生
活
に
関
す
る
情
報
の
提
供

③
消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

回
答（
年
1
回
）

④
研
修
会（
年
1
回
の
予
定
）へ
の
出
席

（
交
通
費
は
自
己
負
担
）　
な
ど
。

応
募
条
件　
県
内
に
お
住
ま
い
の
満
18
歳

以
上
の
方（
公
務
員
、公
職
選
挙
法
に
よ

る
公
職
者
は
除
く
）

任
期　
県
が
依
頼
し
た
日
か
ら
令
和
6
年

3
月
31
日
ま
で

謝
礼　
年
額
1
，5
0
0
円
以
内（
予
定
）

募
集
期
間　
1
月
6
日
（金）
〜
2
月
17
日
（金）

（
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

海
部
県
民
セ
ン
タ
ー
、商
工

観
光
課（
本
庁
舎
）で
配
布
す
る
所
定
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。県
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
受
け
付
け
ま
す
。

申 

・ 

問　

愛
知
県
県
民
生
活
課

☎
9
5
4・6
1
6
3

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

Webhttp://w
w
w
.pref.aichi.jp/kenm

in/
shohiseikatsu/bout/m

onitor.htm
l

憩
の
家
事
業

森
憩
の
家

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

時　
2
月
17
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定　
30
人（
要
予
約・先
着
順
）

申　
2
月
1
日
（水）
午
前
9
時
30
分
か
ら
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
令
和
5
年
度　
太
極
拳
の
申
し
込
み
に

つ
い
て（
4
月
〜
9
月
分
）

時　
①
毎
週
火
曜
日

②
第
1・4
金
曜
と
第
2・4
水
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

定　
各
35
人（
要
予
約
）

申　
仮
受
付（
本
人
の
み
）

森
憩
の
家
の
事
務
所
に
て
受
け
付
け
ま

す
。

申
込
期
間

2
月
20
日
（月）
〜
24
日
（金）

受
付
時
間
は
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後

4
時
ま
で
で
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま

す
。定
員
を
超
え
な
か
っ
た
場
合
は
そ
の

ま
ま
希
望
通
り
と
な
り
ま
す
。

抽
選
の
場
合

3
月
14
日
（火）
午
後
0
時
30
分
か
ら
、ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
に
て
公
開
抽
選
会
を
行
い
ま

す
。な
お
、結
果
は
森
憩
の
家
の
掲
示
板

に
3
月
中
頃
、番
号
を
掲
示
し
ま
す
。

問　
森
憩
の
家　

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

本
郷
憩
の
家

●
ぬ
り
絵

時　
2
月
1
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分　

●
切
り
絵

時　
2
月
6
日
（月）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分　

定　
10
人（
先
着
順
）

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

時　
2
月
8
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分　

問　
本
郷
憩
の
家

☎
4
4
3・1
7
5
3　

FAX
4
4
3・9
9
9
2

新
居
屋
憩
の
家

●
絵
手
紙

時　
2
月
2
日
（木）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
16
人（
当
日
先
着
順
）

●
フ
ェ
ル
ト
で
お
ひ
な
様
作
り

か
わ
い
い
う
さ
ぎ
の
お
ひ
な
様

時　
2
月
15
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
12
人（
先
着
順
）

申　
2
月
1
日
（水）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
の
び
の
び
体
操

時　
2
月
21
日
（火）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

定　
12
人（
当
日
先
着
順
）

問　
新
居
屋
憩
の
家

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

写
真
展「
見
て
み
て
鉄
道
写
真
」

貴
重
な
S
L
の
写
真
や
東
海
地
方
の
鉄

道
写
真
を
50
点
ほ
ど
展
示
し
ま
す
。

時　
3
月
5
日
（日）
〜
26
日
（日）

所　
美
和
歴
史
民
俗
資
料
館　
1
階
研
修
室

出
展
協
力　

伊
藤 

隆
夫 

氏
、櫻
井 

岩
夫

氏
、岡
田 

秀
明 

氏

他　
展
示
期
間
中
の
3
月
19
日
（日）
午
後
2

時
か
ら
、鉄
道
愛
好
家
で
あ
る
市
内
在

住
の
後
藤 

慎
哉
氏
に
展
示
場
所
で
あ

る
美
和
歴
史
民
俗
資
料
館
1
階
研
修

室
に
て
、「
あ
ま
市
を
走
る
名
鉄
津
島
線

の
魅
力
」に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

定　
15
人（
要
予
約・先
着
順
）

申　
3
月
5
日
（日）
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

問　

美
和
歴
史
民
俗
資
料
館（
水
・
木
曜

日
は
休
館
日
）

☎
4
4
2・8
5
2
2

FAX
4
4
5・5
7
3
5

親
子
ふ
れ
あ
い
デ
ー

毎
年
2
月
の
第
3
日
曜
日
は「
あ
ま
っ

子
デ
ー
」で
す
。親
と
子
が
と
も
に
学
び
、と

も
に
成
長
す
る
過
程
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

時　
2
月
4
日
（土）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
午
前
9
時
50
分
〜

所　
美
和
文
化
会
館

内　

家
庭
教
育
推
進
協
力
企
業
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
や
生
涯
学
習
関
係
団
体
等
が

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い

ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
市
内
公
民
館
に

あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
生
涯
学
習
課（
美
和
公
民
館
）

☎
4
4
2・2
2
6
1

FAX
4
4
6・0
0
7
0

み
わ
お
も
ち
ゃ
病
院　

ド
ク
タ
ー
た
ち

が
や
っ
て
来
る

お
も
ち
ゃ
を
修
理
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

子
ど
も
に
お
も
ち
ゃ
の
大
切
さ
や
心
の
温

か
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、明
る
い
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を

原
則
無
料
で
診
察・修
理
し
ま
す
。

時　
2
月
19
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所　
美
和
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ

対　
市
内
外
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

※

交
換
し
た
部
品
代
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
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お知らせ

催
　
し

「
家
庭
の
日
」県
民
運
動
強
調
月
間

期
間　
2
月
1
日
（水）
〜
28
日
（火）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
親
と
子
の
対
話
が
つ
く
る
よ
い
家
庭
」

趣
旨　
家
庭
が
担
う
役
割
の
重
要
性
に
つ

い
て
認
識
を
高
め
、親
子
の
対
話
の
あ

る
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、毎
月
第
3
日
曜
日
は「
家
庭
の

日
」と
し
て
、ふ
れ
あ
い
の
あ
る
家
庭
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

主
唱　

愛
知
県
、愛
知
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議
、あ
ま
市
青
少
年
健
全
育
成
推

進
協
議
会

問　
生
涯
学
習
課（
七
宝
公
民
館
）

☎
4
4
4・2
5
1
1

FAX
4
4
4・2
5
1
2

預
け
て
安
心
！
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管

制
度自

筆
証
書
遺
言
書
を
法
務
局
で
長
期
間

適
正
に
保
管
・
管
理
す
る
制
度
が
で
き
た

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

保
管
に
関
す
る
費
用
は
申
請
1
件
に
つ

き
3
，9
0
0
円
で
す
。ま
た
、相
続
開
始

後
、本
制
度
で
保
管
さ
れ
て
い
る
遺
言
書

は
裁
判
所
の
検
認
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
法
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Webhttps://w
w
w
.m
oj.go.jp/

M
INJI/m

inji03_00051.htm
l

問　
名
古
屋
法
務
局
津
島
支
局

☎
0
5
6
7・2
6・2
4
2
3

相
続
相
談
会
の
ご
案
内【
要
予
約
】

相
続
・
遺
言
に
関
す
る
面
接
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

時　
2
月
4
日
（土）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所　

津
島
市
文
化
会
館　

2
階
視
聴
覚

室
内　

土
地
や
建
物
の
相
続
、遺
言
な
ど
に

関
す
る
こ
と
。（
た
だ
し
、相
続
税
に
関

す
る
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
）

申　

要
予
約（
当
日
受
付
あ
り
。た
だ
し
、

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
）

問
合
先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。予
約
受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

（
祝
日
を
除
く
）

催　

愛
知
県
司
法
書
士
会
熱
田
・
海
部
支

部
問　
愛
知
県
司
法
書
士
会

☎
6
8
3・6
6
8
6

ア
ル
コ
ー
ル
専
門
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
せ
ん
か
？
精
神
科
医
師
と
専
門
の
相

談
員
が
お
話
を
伺
い
ま
す
。

時　
2
月
16
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所　
津
島
保
健
所

対　
ア
ル
コ
ー
ル
が
原
因
の
健
康
問
題
に

悩
む
本
人
も
し
く
は
家
族

申　
2
月
13
日
（月）
ま
で
に
問
合
先
へ
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
予
約

制・定
員
2
組
）　　
　

問　
津
島
保
健
所　
健
康
支
援
課

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
3
7

愛
知
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

県
で
は
、消
費
者
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費
者
行
政
の
推
進
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動

①
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る
商

品
、不
当
な
表
示
、悪
質
商
法
な
ど
の
観

察・県
へ
の
情
報
提
供（
年
2
回
程
度
）

②
地
域
・
周
囲
な
ど
身
近
な
方
へ
の
消
費

生
活
に
関
す
る
情
報
の
提
供

③
消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

回
答（
年
1
回
）

④
研
修
会（
年
1
回
の
予
定
）へ
の
出
席

（
交
通
費
は
自
己
負
担
）　
な
ど
。

応
募
条
件　
県
内
に
お
住
ま
い
の
満
18
歳

以
上
の
方（
公
務
員
、公
職
選
挙
法
に
よ

る
公
職
者
は
除
く
）

任
期　
県
が
依
頼
し
た
日
か
ら
令
和
6
年

3
月
31
日
ま
で

謝
礼　
年
額
1
，5
0
0
円
以
内（
予
定
）

募
集
期
間　
1
月
6
日
（金）
〜
2
月
17
日
（金）

（
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

海
部
県
民
セ
ン
タ
ー
、商
工

観
光
課（
本
庁
舎
）で
配
布
す
る
所
定
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。県
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
受
け
付
け
ま
す
。

申 

・ 

問　

愛
知
県
県
民
生
活
課

☎
9
5
4・6
1
6
3

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

Webhttp://w
w
w
.pref.aichi.jp/kenm

in/
shohiseikatsu/bout/m

onitor.htm
l

憩
の
家
事
業

森
憩
の
家

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

時　
2
月
17
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定　
30
人（
要
予
約・先
着
順
）

申　
2
月
1
日
（水）
午
前
9
時
30
分
か
ら
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
令
和
5
年
度　
太
極
拳
の
申
し
込
み
に

つ
い
て（
4
月
〜
9
月
分
）

時　
①
毎
週
火
曜
日

②
第
1・4
金
曜
と
第
2・4
水
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

定　
各
35
人（
要
予
約
）

申　
仮
受
付（
本
人
の
み
）

森
憩
の
家
の
事
務
所
に
て
受
け
付
け
ま

す
。

申
込
期
間

2
月
20
日
（月）
〜
24
日
（金）

受
付
時
間
は
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後

4
時
ま
で
で
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま

す
。定
員
を
超
え
な
か
っ
た
場
合
は
そ
の

ま
ま
希
望
通
り
と
な
り
ま
す
。

抽
選
の
場
合

3
月
14
日
（火）
午
後
0
時
30
分
か
ら
、ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
に
て
公
開
抽
選
会
を
行
い
ま

す
。な
お
、結
果
は
森
憩
の
家
の
掲
示
板

に
3
月
中
頃
、番
号
を
掲
示
し
ま
す
。

問　
森
憩
の
家　

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

本
郷
憩
の
家

●
ぬ
り
絵

時　
2
月
1
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分　

●
切
り
絵

時　
2
月
6
日
（月）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分　

定　
10
人（
先
着
順
）

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

時　
2
月
8
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分　

問　
本
郷
憩
の
家

☎
4
4
3・1
7
5
3　

FAX
4
4
3・9
9
9
2

新
居
屋
憩
の
家

●
絵
手
紙

時　
2
月
2
日
（木）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
16
人（
当
日
先
着
順
）

●
フ
ェ
ル
ト
で
お
ひ
な
様
作
り

か
わ
い
い
う
さ
ぎ
の
お
ひ
な
様

時　
2
月
15
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
12
人（
先
着
順
）

申　
2
月
1
日
（水）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
の
び
の
び
体
操

時　
2
月
21
日
（火）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

定　
12
人（
当
日
先
着
順
）

問　
新
居
屋
憩
の
家

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

写
真
展「
見
て
み
て
鉄
道
写
真
」

貴
重
な
S
L
の
写
真
や
東
海
地
方
の
鉄

道
写
真
を
50
点
ほ
ど
展
示
し
ま
す
。

時　
3
月
5
日
（日）
〜
26
日
（日）

所　
美
和
歴
史
民
俗
資
料
館　
1
階
研
修
室

出
展
協
力　

伊
藤 

隆
夫 

氏
、櫻
井 

岩
夫

氏
、岡
田 

秀
明 

氏

他　
展
示
期
間
中
の
3
月
19
日
（日）
午
後
2

時
か
ら
、鉄
道
愛
好
家
で
あ
る
市
内
在

住
の
後
藤 

慎
哉
氏
に
展
示
場
所
で
あ

る
美
和
歴
史
民
俗
資
料
館
1
階
研
修

室
に
て
、「
あ
ま
市
を
走
る
名
鉄
津
島
線

の
魅
力
」に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

定　
15
人（
要
予
約・先
着
順
）

申　
3
月
5
日
（日）
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

問　

美
和
歴
史
民
俗
資
料
館（
水
・
木
曜

日
は
休
館
日
）

☎
4
4
2・8
5
2
2

FAX
4
4
5・5
7
3
5

親
子
ふ
れ
あ
い
デ
ー

毎
年
2
月
の
第
3
日
曜
日
は「
あ
ま
っ

子
デ
ー
」で
す
。親
と
子
が
と
も
に
学
び
、と

も
に
成
長
す
る
過
程
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

時　
2
月
4
日
（土）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
午
前
9
時
50
分
〜

所　
美
和
文
化
会
館

内　

家
庭
教
育
推
進
協
力
企
業
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
や
生
涯
学
習
関
係
団
体
等
が

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い

ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
市
内
公
民
館
に

あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
生
涯
学
習
課（
美
和
公
民
館
）

☎
4
4
2・2
2
6
1

FAX
4
4
6・0
0
7
0

み
わ
お
も
ち
ゃ
病
院　

ド
ク
タ
ー
た
ち

が
や
っ
て
来
る

お
も
ち
ゃ
を
修
理
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

子
ど
も
に
お
も
ち
ゃ
の
大
切
さ
や
心
の
温

か
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、明
る
い
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を

原
則
無
料
で
診
察・修
理
し
ま
す
。

時　
2
月
19
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所　
美
和
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ

対　
市
内
外
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

※

交
換
し
た
部
品
代
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

い
と
う  　
た
か
お

お
か
だ　

 

ひ
で
あ
き

さ
く
ら
い　

  

い
わ
お

ご
と
う　

 　
し
ん
や
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【返信表面】 【往信裏面】【返信裏面】

※2人で参加を
希望される場合は、
必ず2人目の方の
「氏名、電話番号」も
記載してください。

●２人目の氏名、電話番号
〈２人での参加希望の場合〉

●申込者の氏名、電話番号
●申込者の住所

【歴史散策会
「佐屋路・神守宿を歩く」】申

込
者
の
氏
名　
様

申
込
者
の
住
所

〒○○○－○○○○

記
入
し
な
い

〒４９６－８５５５

生
涯
学
習
課　
宛

愛
西
市
役
所

愛
西
市
稲
葉
町
米
野
３
０
８
番

【往信表面】

お知らせ
問　
美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

海
部
歴
史
研
究
会　
講
演
会

第
1
回「
海
部
地
域
の
村
役
人
の
読
書
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

荷
之
上
村
服
部
家
の
蔵
書
か
ら
村
役
人

と
し
て
身
に
付
け
た
教
養
や
教
養
形
成
の

過
程
で
築
か
れ
て
い
っ
た
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

第
2
回「
村
役
人
の
お
仕
事
」

徳
川
社
会
を
支
え
た
村
役
人
の
職
務
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

時　
第
1
回　
2
月
19
日
（日）　
午
後
2
〜

4
時（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

第
2
回　
3
月
5
日
（日）　
午
後
2
〜
4

時（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

所　

愛
西
市
佐
織
公
民
館（
愛
西
市
諏
訪

町
郷
西
4
5
6
番
地
1
）

定　
2
5
0
人

￥　
無
料

師　
第
1
回　
静
岡
大
学
准
教
授　
松
尾

由
希
子 

氏

第
2
回　

東
京
未
来
大
学
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
行
動
科
学
部
准
教
授　
山
﨑 

善

弘 

氏

催　
愛
西
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

協
力　
海
部
歴
史
研
究
会（
津
島
市・弥
富

市・あ
ま
市・蟹
江
町・大
治
町・飛
島
村

の
各
教
育
委
員
会
及
び
あ
ま
市
七
宝
焼

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）

申　

当
日
先
着
順
。事
前
申
込
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問　
愛
西
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

☎
0
5
6
7・5
5・7
1
3
7

子
ど
も
狂
言
鑑
賞
会

〜
見
て
、体
験
し
て
狂
言
に
親
し
も
う
〜

プ
ロ
能
楽
師
に
よ
る
古
典
狂
言「
柿
山

伏
」「
附
子
」・
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・「
子

ど
も
狂
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
あ
ゆ
み
」展
示

他時　
２
月
26
日
（日）

　
　
開
場　
午
後
１
時
30
分

　
　
開
演　
午
後
２
時

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

定　
７
０
０
人

￥　
大
人
５
０
０
円（
協
力
金
と
し
て
）、高

校
生
以
下
は
無
料

美
和
文
化
会
館
窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
。

他　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
イ
ベ
ン
ト
同
時
開
催（
マ
ル

シ
ェ
な
ど　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）

催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

共　
美
和
文
化
会
館

問　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

☎
４
４
９・２
１
７
７

美
和
文
化
会
館

☎
４
４
９・１
１
１
４

FAX
４
４
３・７
４
９
６

海
部
歴
史
研
究
会　
歴
史
散
策
会

「
佐
屋
路・神
守
宿
を
歩
く
」

津
島
市
神
守
支
所
を
起
点
に
、神
守
の一

里
塚
や
宿
場
跡
等
を
巡
り
ま
す
。（
約
2
・

5
㎞
）

時　
3
月
11
日
（土）　

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付　
午
前
9
時
30
分
〜
10
時
）

所　
津
島
市
役
所
神
守
支
所　
集
合

（
津
島
市
神
守
町
五
反
田
2
番
地
）

☎
0
5
6
7・2
8・5
2
0
8

定　
30
人

￥　
無
料

持　

お
茶
、帽
子
、雨
具
、歩
き
や
す
い
服

装
催　
海
部
歴
史
研
究
会（
津
島
市
、愛
西
市
、

弥
富
市
、あ
ま
市
、蟹
江
町
、大
治
町
、飛

島
村
の
各
教
育
委
員
会
及
び
あ
ま
市
七

宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）

申　

往
復
は
が
き
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。2
月
22
日
（水）
必
着
と
し
ま
す
。次

の
と
お
り
、黒
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

往
復
は
が
き
1
通
に
つ
き
2
人
ま
で
の
申

込
と
し
ま
す
。応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

ま
つ
お

ゆ 

き 

こ

や
ま
さ
き

よ
し

ひ
ろ

記
載
例
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お知らせ

き
た
の

こ

ま
つ
う
ら 

し
お
り

み
や
ざ
き
た
ま
き

選
を
行
い
ま
す
。ま
た
、往
復
は
が
き
以
外

で
の
応
募
や
1
通
に
3
人
以
上
の
記
入
が

あ
る
も
の
、応
募
締
切
を
過
ぎ
た
も
の
、記

入
漏
れ
や
記
載
不
備
、重
複
応
募
が
あ
る

も
の
は
、無
効
と
な
り
ま
す
。

問　
愛
西
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

☎
0
5
6
7・5
5・7
1
3
7

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
折
ろ
う
！

市
の
木
で
あ
る「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」を
折
り

紙
で
折
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。読
書
室
の
本
に

折
り
方
が
載
っ
て
い
る
の
で
、誰
で
も
楽
し

く
折
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

時　
2
月
24
日
（金）　

午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
2
時
〜
4
時

所　
七
宝
公
民
館
読
書
室

￥　
無
料

他　

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、材
料

が
無
く
な
り
次
第
、終
了
と
な
り
ま
す
。

ま
た
混
雑
具

合
に
よ
り
、お

待
ち
い
た
だ

く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※

画
像
は
作
品

例
で
す
。実
際

に
は
花
の
み

作
成
し
ま
す
。

問　
七
宝
公
民
館

☎
4
4
4・2
5
1
1

FAX
4
4
4・2
5
1
2

輝
い
て
い
る
女
性
の
茶
話
会
を
し
ま
す
！

〜
女
性
活
躍
交
流
会
参
加
者
募
集
〜

桜
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
む
季
節
。い
ろ
い
ろ

な
業
種
で
活
躍
す
る
あ
ま
市
の
女
性
た
ち

と
の
交
流
会
を
し
ま
す
。お
茶
を
飲
み
な

が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
お
し
ゃ
べ

り
が
楽
し
め
て
、自
分
ら
し
い
生
き
方
や

働
き
方
の
ヒ
ン
ト
も
見
つ
か
る
！
と
、毎
年

好
評
の
交
流
会
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

ゲ
ス
ト　
北
野 

ま
り
子
さ
ん
、松
浦 

栞
さ

ん
、宮
崎 
環
さ
ん（
女
性
活
躍
情
報
誌

V
O
L
6
掲
載
）

時　
3
月
26
日
（日）　
午
後
2
時
〜
4
時

所　

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ　

交
流

ホ
ー
ル

￥　
5
0
0
円（
当
日
の
お
茶
代
）

定　
30
人（
先
着
順
）

申　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
電
子
申
請
）、電
話

ま
た
は
F
A
X
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
電
話
受
付
時
間
は
、月
〜
金
曜
日

の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

ま
で
。祝
日
を
除
く
）申
込
書
は
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
り
ま
す
。

他　
無
料
託
児
あ
り

※

託
児
を
ご
希
望
の
方
は
3
月
17
日
（金）
ま

で
に
人
権
推
進
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
生
後
4
か
月
以
上
の
お
子
様
か

ら
お
預
か
り
で
き
ま
す
）

申 

・ 

問　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

Webhttps://w
w
w
.city.am

a.aichi.jp/
shisei/jinkenn/1002783/10079
27/1007931.htm

l
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お知らせ

N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

令
和
5
年
度
新
規
受
講
者
募
集

ヨ
ガ
や
健
康
体
操
、フ
ラ
ダ
ン
ス
に
子
ど

も
体
操
な
ど「
誰
で
も
、気
軽
に
、楽
し
く
」

運
動
し
ま
せ
ん
か
。ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
講

座
が
受
講
で
き
ま
す
。

募
集
期
間
は
、2
月
4
日
（土）
か
ら
18
日
（土）

ま
で
で
す
。

申
込
場
所（
4
か
所
）に
設
置
し
て
あ
る

抽
選
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

投
函
箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
場
所　
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

所（
日
・
月
曜
日
休
み
）、七
宝
・
甚
目
寺

総
合
体
育
館（
月
曜
日
休
館
）、美
和
公

民
館（
木
曜
日
休
館
）

他　
結
果
発
表
は
3
月
1
日
（水）
の
予
定
で

す
。

問　
N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎・FAX
9
7
7・7
4
8
4

事
務
所
携
帯

☎
0
8
0・7
6
5
7・8
8
3
9

N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
交
流
教
室

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
基
礎
を
学
び
、交
流

ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
、愉
快
な
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

し
ま
す
。（
参
加
賞・景
品
あ
り
）

時　
3
月
18
日
（土）　

午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30
分

所　
甚
目
寺
総
合
体
育
館　
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

対　
小
学
生

定　
50
人

￥　
1
人
5
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

支
払
い
期
限
は
3
月
4
日
（土）
で
す
。申

込
手
続
き
完
了
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ

た
場
合
、返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

持　

飲
み
物
、体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、汗
拭
き

タ
オ
ル
、動
き
や
す
い
服
装

申　
2
月
8
日
（水）
〜
22
日
（水）

電
話
ま
た
は
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。受

付
時
間
は
火
〜
土
曜
日
の
午
前
9
時
か

ら
午
後
1
時
ま
で
で
す
。

問　
N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎・FAX
9
7
7・7
4
8
4

事
務
所
携
帯

☎
0
8
0・7
6
5
7・8
8
3
9

第
13
回
市
民
卓
球
大
会

小
学
生
の
部

時　
3
月
11
日
（土）　
午
前
9
時

所　
七
宝
総
合
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

対　
市
内
在
住
の
小
学
生
の
方

￥　
1
人
1
0
0
円

※

参
加
費
は
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

試
合
方
法　
シ
ン
グ
ル
に
よ
る
個
人
戦

申　
2
月
4
日
（土）
〜
18
日
㈯

催　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

管　
あ
ま
市
卓
球
協
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1･

5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

大
会
注
意
事
項

・
参
加
申
込
書
を
ご
記
入
の
う
え
、申
込

期
日
ま
で
に
、七
宝
・
甚
目
寺
総
合
体
育

館
窓
口
へ
参
加
費
を
添
え
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。体
育
館
の
休
館
日（
月
曜

日
）は
除
き
ま
す
。

・
競
技
中
に
お
け
る
選
手
の
疾
病
な
ら
び

に
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、応
急
処
置
は
い
た

し
ま
す
が
、そ
の
後
の
責
任
は
保
険
の

範
囲
内
と
し
ま
す
。

・
参
加
者
の
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

場
合
、参
加
費
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
参
加
申
込
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、開
催
に
か
か
る
事
務
以
外

の
目
的
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
大
会
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
当
日
は
検
温
を
し
て
発
熱
症
状
が
あ
る

場
合
や
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
、参

加
を
辞
退
い
た
だ
く
よ
う
、ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問合先　市民活動センター　☎445・1900

市民活動センターは
どんなところ？

 「まちをよくしたい」という思いで活動してい
る市民活動団体をサポートしたり、ボランティア
や市民活動に関心のある方が、参加するきっか
けづくりのお手伝いをします。
また、ウェブサイトやSNSなどで、登録団体が

主催するイベントの情報をお知らせしています。
暮らしに役立つ講座や、親子で参加できる楽し
いイベント情報など、たくさんあ
りますよ。ぜひチェックしてくだ
さい。
館内でも、ちらしをご覧いた

だけます。お気軽にお越しくださ
い！

ウェブサイトは
こちらから

info@ama-shiminkatsudo.jp

あま市市民活動センター

あまterrace便り
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◆ 

開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆ 

今
月
の
休
館
日　
６
日
(月)・13
日
(月)・20
日
(月)・24
日
(金)・27
日
(月)

◆ 

問
合
先　
☎
4
4
3・7
5
8
8　
FAX
4
4
3・7
1
2
2

あま地産地消ふれあい軽トラ市
七宝焼アートヴィレッジ敷地内において、
市近郊で生産された野菜などを生産者が販売
する軽トラ市を開催しています。天候や販売
状況により終了時間が早くなることもありま
す。
日　時　毎週日曜日　
　　　　午前7時～9時

第
13
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

時　
令
和
4
年
11
月
19
日
（土）

所　
二
ツ
寺
親
水
公
園

結
果

男
子
の
部

優　
勝　
村
上 

和
男

準
優
勝　
大
熊 

光
政

第
3
位　
早
川 

基

女
子
の
部

優　
勝　
牛
田 

幸
子

準
優
勝　
石
島 

美
惠
子

第
3
位　
大
澤 

富
子

第
11
回
市
民
弓
道
大
会

時　
令
和
4
年
11
月
13
日
㈰

所　
甚
目
寺
総
合
体
育
館　
弓
道
場

結
果優　

勝　
市
川 

隆
文

準
優
勝　
鈴
木 

康
友

第
3
位　
早
川 

知
里

第
4
位　
江
尻 

邦
明

第
5
位　
大
田 

勝
利

第
13
回
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

時　
令
和
4
年
11
月
24
日
㈭

所　
森
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

結
果優　

勝　
甚
目
寺
A

準
優
勝　
甚
目
寺
C

第
3
位　
美
和
A

七
宝
焼
体
験
教
室
特
別
企
画「
椿
の
七
宝
」

冬
か
ら
春
に
花
咲
く
椿
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
七
宝
焼
を
作
り
ま
す
。サ
イ
ズ
は
縦
4

㎝
、横
5.5
㎝
の
楕
円
形
で
す
。

時　
2
月
14
日
（火）・
15
日
（水）・
16
日
（木）・18

日
（土）・19
日
（日）
の
い
ず
れ
か
1
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

所　
交
流
工
房

定　
40
人（
先
着
順
）

￥　
2
，5
0
0
円

申　
2
月
1
日
（水）
か
ら
窓
口
も
し
く
は
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

七
宝
歴
史
講
座

七
宝
焼
の
歴
史
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
学
ぶ
講
座
で
す
。座
学
を
約
１

時
間
、そ
の
後
、展
示
室
で
企
画
展
の
解
説

を
約
30
分
間
行
い
ま
す
。

時　
2
月
5
日
（日）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

所　
交
流
ホ
ー
ル

定　
30
人（
先
着
順
）

テ
ー
マ「
七
宝
焼
の
製
法
に
つ
い
て
」

師　
当
館
学
芸
員

￥　
無
料

申　
2
月
1
日
（水）
か
ら
窓
口
も
し
く
は
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

星
空
観
察
会

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、星
空
観
察
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

時　
3
月
4
日
（土）　
午
後
7
時
〜
8
時

天
候
不
良
時
は
翌
日

所　
芝
生
広
場

対　
小
学
生
以
上

定　
30
人
程
度（
先
着
順
）

￥　
無
料

申　
2
月
4
日
（土）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
も

し
く
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。 

お知らせ

大
会
結
果

大
会
結
果

む
ら
か
み　
か
ず
お

お
お
く
ま　
み
つ
ま
さ

は
や
か
わ 

も
と
い

う
し
だ 　
さ
ち
こ

い
し
じ
ま 　

  

み 

え 

こ

お
お
さ
わ　

と
み
こ

い
ち
か
わ　
た
か
ふ
み

す
ず
き 　
や
す
と
も

は
や
か
わ 　
ち
さ
と

え
じ
り　

 

く
に
あ
き

お
お
た 　
か
つ
と
し
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カメラルポカメラルポ スポーツ推進委員功労者文部科学大臣表彰、全国スポーツ推進委員
連合３０年勤続表彰おめでとう
七宝地区にお住まいの石塚 建伸さん、西川 光子さんが、スポーツ推進

委員としての長年によるご活躍を称えられ、令和４年11月17日㈭・18日
㈮にＹＭＩＴアリーナ（滋賀県）で開催された、第63回全国スポーツ推進委
員研究協議会において、石塚さんは『スポーツ推進委員功労者文部科学
大臣表彰』を、西川さんは『全国スポーツ推進委員連合３０年勤続表彰』を
受賞されました。
石塚さんからは「今後も役に立てるように頑張っていきます」と、西川さ

んからは「これからも頑張っていきたいです」とお言葉がありました。

水泳競技全国大会出場おめでとう
ルネサンス甚目寺に所属する、西今宿にお住まいで甚目寺東小学校

６年生の新垣 琉道さん、富塚にお住まいで美和中学校１年生の上田 彩
加さんが、令和4年11月1日（火）に市長を表敬訪問されました。新垣さん
は50ｍ自由形、50ｍバタフライ、100ｍ自由形で「とびうお杯第３７回全
国少年少女水泳競技大会」に、上田さんは50ｍ自由形で「第４５回全国
JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会」に出場されました。
　市長からは「ふたりとも全国大会出場、おめでとうございます。今後も
指導者の皆さん、ご家族の皆さんへの感謝の気持ちを忘れずに、さらに
上を目指し、素晴らしい成績を収めていただくことを願っております」と
激励の言葉がありました。

あま市地域包括ケアシステム講演会「コロナ禍において安心して地域
活動をするために」を開催しました
令和4年11月11日（金）に美和文化会館にて開催し、169名の方が参加

されました。
令和4年度は、愛知県立大学看護学部の清水 宣明教授に、新型コロナウイ

ルス感染症の流行の中でも、安心して地域活動をするための必要な感染症
対策についてご講演いただきました。参加者からは「感染することをすごく心
配していたが、先生の話を聞き、少し気が楽になった」「感染への対策を分か
りやすく説明されていて、正しい知識を得られました」「正しい感染予防対策
を実践すれば恐れることはないと聞き安心しました」等の声が聞かれました。

第５６回和道会全国空手道競技大会出場おめでとう
木田にお住まいで美和小学校６年生の佐藤 あずみさんが、令和4年8月

13日(土)・14日(日)にドルフィンズアリーナ（愛知県）で開催の標記大会へ
の出場を報告するため、11月2日（水）に市長を表敬訪問されました。
市長からは「全国大会準優勝おめでとうございます。空手を通じて成長

していく姿は、大変素晴らしいものだと思います。また、身体には気を付け
て、今後も上を目指して頑張っていただきたい」と激励の言葉がありまし
た。

お知らせ

いしづか　けんしん にしかわ　 みつこ

あらかき りゅうどう うえだ　 あや

か

さとう

しみず　 のぶあき
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地元産の新米「かぶとまい」を提供していただきました
令和４年１１月１８日（金）、海部東農業協同組合様から食農教育の一

環として、市立小中学校（１７校）及び保育園（９園）に対し、地元産の新米
「かぶとまい」６４０ｋｇを提供していただき、同日、学校給食センターで新
米贈呈式が行われました。
栄養教諭や保育園栄養士が、お米をおいしく食べられる献立を立て、

調理員が心をこめて調理した給食を児童生徒や園児がいただきました。
平成２４年度から始まり、今回で１１回目となるこの取り組みは、児童

生徒や園児にとって、生産者の方と食への感謝の気持ちを育む機会と
なりました。

虐待防止の街頭啓発を行いました
市では虐待等防止ネットワーク協議会を設置して、虐待

や家庭内暴力の防止に取り組んでいます。
令和4年11月8日（火）・9日（水）・15日（火）に市内各所で、

児童・高齢者・障がい者に対する虐待防止を呼びかけ、啓発
グッズの配布を行いました。
虐待は社会全体で解決すべき問題です。虐待ではないか

と思われたときや、ご自身がお悩みのときは各担当課へご
連絡ください。

お知らせ

～皆さんの活動情報お知らせください～あま市「みんなの掲示板」 企画政策課
444・1712
444・0982

虐待の相談・通報はこちらへ

児童虐待　　 ☎444・3173(子育て支援課)または ☎189(児童相談所全国共通ダイヤル、24時間対応)
障がい者虐待 ☎444・3135(社会福祉課)　　高齢者虐待 ☎444・3141(高齢福祉課) 
※FAX番号　443・3555(共通)　※専用メールアドレス　gyakubou@city.ama.lg.jp
※市役所は平日午前８時30分～午後５時15分(夜間・休日は宿日直につながります)

にしむら

いとう おおえ
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図書委員をしている男子高校生・次郎
と詩門は、図書室の返却本の中に、猛毒
のトリカブトの花の栞を見つける。トリカ
ブトが校舎裏で栽培されているのも発見
した二人は真相を追うことに・・・「本と鍵
の季節」の続編で、ミステリー好きにオス
スメの楽しく読める１冊。

（美和図書館所蔵）

2

美和図書館
開館時間　9月～3月　午前9時～午後5時
　　　　　4月～8月　午前9時～午後6時
休館日　　月曜日（祝日は開館）
　　　　　2月13日（月）～28日（火）（蔵書点検のため）
問合先　　美和図書館　☎449・1070
　　　　　　　　　　　FAX443・7496

甚目寺公民館図書室
開室時間　午前9時～午後5時
休館日　　月曜日
雑誌の譲与　２月９日（木）・23日（木・祝）午前10時～
※雑誌の譲与は公民館1階ロビーにて行います。
問合先　　甚目寺公民館　☎444・1621　　　
　　　　　　　　　　　　FAX443・9778

七宝公民館読書室
開室時間 午前9時～午後5時
休館日　　月曜日
貸出日時　毎週金曜日　午前9時～午後5時
　　　　　第3日曜日　 午後1時～5時
問合先　　七宝公民館　☎444・2511
　　　　　　　　　　　FAX444・2512

使い方でお悩みの方、ボランティア相談員がやさしく丁寧に教えます。お気軽にお越しください。持ち込み相談
もできます。※中止となる場合があります。

場所 日時 問合先

今月のパソコン・スマホ・タブレット相談室

米澤 穂信／著　集英社

行事名 日時 場所 対象 内容 行事名 日時 場所 対象 内容

和風
会議室1

和風
会議室1

幼児・
児童

この本だいすきの会
のよみきかせ

幼児・
児童

おどうぐばこの
かみしばい

※詳しくは美和図書館までお問い合わせください。

先月に引き続き皆さんからご提供いただいたあま市の未来にのこしたい写真を展示しま
す。
期 間　1月21日（土）～2月12日（日）　　場 所　美和図書館館内

☆特別展示「味噌・醤油展」
　

☆「特別館内整理」２月13日（月）～２月28日（火）

☆あま市昔のこし今のこし写真展

市内の企業、佐藤醸造様にご協力いただき、伝統の味噌・醤油について展示します。
期 間　１月２８日（土）～３月２６日（日）

蔵書点検とシステム更新のため休館となります。
整理期間中はＷｅｂ予約も停止します。ご不便をおかけしますが、ご了承ください。
Ｗｅｂ予約停止期間：２月１２日（日）午後５時～３月１日（水）午前９時
休館中の図書の返却は返却ポストをご利用ください。

ほのぶよねざわ

かたやま けん

じろう

しもん

『栞と噓の季節』
しおり うそ きせつ

行事名 日時 場所 対象 内容

美和図書館

行事名 日時 場所 対象 内容

甚目寺公民館図書室

七宝公民館読書室

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます。

4・18・25日（土）
午後２時～２時３０分

11日（土・祝）
午後２時～２時３０分

和室 乳児・
幼児

もこもこの
おはなし会

24日（金）
午前１０時３０分～１１時

一般会議室読書会 フリートーク2日（木）
午前１０時～１１時３０分

一般会議室子どもの本の会 9日（木）
午前１０時～１１時３０分

乳児･
幼児ホワイエもこもこの

おはなし会

絵本とわらべうた
を親子で楽しみま
す。

7日（火）
午前１０時３０分～１１時

幼児・
児童

おはなし
コーナー

グー・チョキ・パー
のおはなし会

片山健について

11日（土・祝）
午後２時～２時３０分

和風
会議室1

乳児・
幼児

もこもこの
おはなし会

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます。

17日（金）
午前１０時３０分～１１時
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場　所　七宝高齢者生きがい活動センター
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　午前9時20分～11時20分（親子で22人程度）

午後1時～3時（親子で22人程度）
詳細につきましては、七宝子育て支援センターにお問い
合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●お話会[乳幼児をもつ親子]
2月10日（金）　午前10時30分～11時
●ほんわか広場[乳幼児をもつ親子]　2月17日(金)　 
午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　2月1日（水）午前９時から電話にて予約を受け付けます
●わらべうたあそび[乳幼児をもつ親子]
2月21日(火)　午前10時30分～11時
●赤ちゃんとあそぼう〔生後２か月～11か月のお子さんとその親〕
2月24日(金) 　午後1時～1時50分　午後2時10分～3時
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　2月6日（月）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　七宝子育て支援センター　☎442・2420

美和子育て支援センター

市では、未就園児を中心に地域全体で子育て家庭を
支援するため、地域子育て支援拠点事業として「子育て
支援センター事業」と「つどいの広場事業」を実施してい
ます。

《子育て支援センター事業》《子育て支援センター事業》
子育ての迷いや不安を相談してみませんか？子育て支

援センターでは専任の保育士が予約での来所の設定や
各種広場、サークル支援を行っています。安心して子ども
が遊べるように子どもに適した環境で皆さんのご利用を
お待ちしています。お気軽に遊びに来てください。子育て
情報もたくさん用意しています。パパの参加もお待ちして
おります。

《つどいの広場事業》《つどいの広場事業》

美和つどいの広場

甚目寺子育て支援センター
場　所　昭和保育園
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　午前9時20分～11時20分 （親子で22人程度）

午後1時～3時（親子で22人程度）
詳細につきましては、甚目寺子育て支援センターにお問
い合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●わらべうたあそび[乳幼児をもつ親子]
２月６日(月)　午前10時30分～11時
●バランスボールでママリフレッシュ［市内在住の首がすわった生
後４か月位～１歳未満の親子］（親子で16人程度）
２月1３日（月）　午前10時30分～
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　２月２日（木）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●絵本の読み聞かせ[乳幼児をもつ親子]
２月1４日(火)　午前10時30分～11時
●親子の健康と食生活〔市内在住の1歳未満のお子さんを持つ親
子〕（親子で22人）
2月１７日（金）午前１０時～１１時
要申込　2月3日（金）午前９時から電話にて予約を受け付けます。
●赤ちゃんとあそぼう〔生後２か月～11か月のお子さんとその親〕
２月２０日（月）　午後1時～1時50分　午後2時10分～3時
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　２月６日（月）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●わくわく広場　[乳幼児をもつ親子]　２月２７日（月）
午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　２月１日（水）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　甚目寺子育て支援センター　☎444・6663

七宝子育て支援センター

場　所　美和保健センター
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　午前9時20分～11時20分（親子で２０人程度）

午後1時～3時（親子で２０人程度）
詳細につきましては、美和子育て支援センターにお問い
合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●わらべうたあそび[乳幼児をもつ親子]
２月８日(水)　午前10時30分～11時
●お話会[乳幼児をもつ親子]
２月９日(木)　午前10時30分～11時
●にこにこ広場 [乳幼児をもつ親子]　２月１５日(水)
午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　２月１日（水）午前9時から電話にて予約を受け付けます。

●赤ちゃんとあそぼう〔生後２か月～11か月のお子さんとその親〕
２月２２日(水)　午後1時～1時50分　午後2時10分～3時
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　２月６日（月）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　美和子育て支援センター　☎444・7778

つどいの広場は主に乳幼児を持つ親子が気軽に集
い、打ち解けた雰囲気の中で語り合い、交流を図る場で
す。専任の子育てアドバイザーが子育てに対する疑問、
不安等相談に応じます。あそびにきてね！

ＴＯ³クラブ〔市内在住の満1歳以上、未就園の親子〕 登録制
2月2日（木)　  五条保育園　 2月8日（水)　  大花保育園
2月10日(金)　正則保育園　 2月22日(水)　篠田保育園
2月24日(金)　聖徳保育園
問合先　子育て支援課　☎444・3173

場　所　美和児童館
日　時　毎週火・水・木・金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　午前9時20分～ 11時20分（親子で１２人程度）

午後1時～3時（親子で１２人程度）
詳細につきましては、美和つどいの広場にお問い合わせ
ください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●お話会[乳幼児をもつ親子]
2月9日（木）　午前9時45分～（１５分程度）
●にこにこベビーデー（わらべうたあそび）［満1歳までのお子さん
優先の日］
2月16日（木）　午後1時～1時50分　午後2時10分～3時　
要申込　2月7日（火）午前9時から電話にて予約を受け付けます
●ふれあい広場［乳幼児をもつ親子］　
２月２８日（火）午前9時20分～10時10分　午前10時30分～
11時20分
要申込　２月１日（水）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　美和つどいの広場　☎442・3515
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開館時間　午前9時～午後5時 
休 館 日　日曜日・祝日 

クリスマス会

クリスマス会

コアラ教室「楽しいクリスマス」

クリスマス会
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クリスマス会

クリスマス飾りを作ろう

ふたごちゃん・みつごちゃん交流会

新型コロナワクチン予約受付・相談センターの受付日変更について

2月27日(月)

七宝保健センター

甚目寺保健センター ☎443・0005　FAX443・5461
七宝保健センター　 ☎441・5665　FAX449・1037
美和保健センター　 ☎443・3838　FAX443・3839

午前１０時～正午

日にち

時　間

会　場

交流会、親子遊びなど

【変更前】 土・日曜・祝日を含む → 【変更後】 土・日曜・祝日を除く

※生後4か月以上のお子様は託児がご利用できます。
　託児をご希望の方は、2月13日（月）までにお申し込みください。

内　容

申込先
・

問合先

駐車場まで迎えに行くよ！電話してね！

問合先　健康推進課 ☎443・0005　FAX443・5461　予約受付・相談センター ☎0120・657・300
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※各材料はお好みで♪

賞味期限の迫った乾パンを
おいしく食べてみませんか♥

おまけ…トッピングにいかがですか？？

問合先　健康推進課　☎443・0005　FAX443・5461

あま市食生活改善推進員
「しょっかいさん」レシピ！

＜作り方＞
①　米は洗ってざるに上げ、水気を切る。炊飯器で、すし飯の目盛りに水加減を
調整して炊く。

②　鍋にAの材料を入れて砂糖が溶けるまで混ぜる。(耐熱ボウルに入れてレ
ンジ600Ｗで30秒加熱し、よく混ぜる)

③　飾り用に、しいたけをBで、鶏ひき肉をCで分量通り煮る。
④　炊き上がったご飯をバット等にうつし、②を回しかけてさっくりと混ぜ、冷ます。
⑤　透明のカップにすし飯とお好みの具を盛り付ける。

＜作り方＞
①　ちくわを縦に切る。
②　きゅうり、ハムを千切りにする。カニカマは細く割く。
③　切ったちくわの穴に②を入れ、もう半分のちくわを乗せる。海苔にマヨネーズを
薄く塗り、ちくわに巻く。

　　米
　　A　酢
　　　　砂糖
　　　　塩
しいたけ
B  砂糖
　 しょうゆ

【
す
し
飯
】

鶏ひき肉
C  酒
　 砂糖
　 しょうゆ
ツナ缶
マヨネーズ
その他お好みの具

２合
60ml
大さじ２
小さじ１
2枚
15g
大さじ１

100ｇ
10ml
15ｇ
大さじ１
1缶
適量
卵、きゅうり、でんぶ

＜作り方＞
①　板チョコレートは刻んでおく。
②　鍋に無塩バターを入れて中火で溶かし、マシュマロを加えてよく混ぜなが
ら溶かす。

③　②を溶かしている間に、乾パンをポリ袋に入れ、めん棒などで叩いて荒く
砕く。

④　②の火を止め、チョコレートを加えよく混ぜる。砕いた乾パンを加えて全体に絡める。
⑤　バットにクッキングシートを敷いて、④を流し入れ平らにならし、レモンピールを上に散ら
して冷蔵庫で冷やし固める。固まったら食べやすい大きさに切る。

板チョコレート
レモンピール
乾パン

無塩バター
マシュマロ

50ｇ
30ｇ
50ｇ

50ｇ
60ｇ

ちくわ
ハム

きゅうり
海苔

カニカマ
マヨネーズ
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一般不妊治療助成制度について
一般不妊治療を受けている方に、治療に要した費用の一部を助成しています。
対象となる治療
 ・ 医療保険の適用される不妊治療
 ・ 体外受精及び顕微授精などの生殖補助医療を除く人工授精等の治療
 ・ 診断のための検査や治療効果を確認するための検査等、治療の一環として行われる検査
対象者　次の要件をすべて満たす方
①治療及び申請日において、婚姻が確認できる法律上の夫婦とも、または一方が市内に住所がある
②医療保険に加入している
③産婦人科または泌尿器科、皮膚泌尿器科で一般不妊治療を受けている
助成額
一般不妊治療に要した本人負担額の2分の1以内で、1年度（3月診療分から翌年2月診療分まで
の1年間）あたり50，000円を上限とします。
助成期間
継続して2年間とし、愛知県内の他市町村で一般不妊治療に対する助成を受けていた場合は、そ
の助成期間もこれに含みます。ただし、医師の判断に基づき、やむを得ず治療を中断した場合は、当
該中断月数について、助成期間を延長します。また、この制度を利用して妊娠・出産し、さらに次の
お子さんを希望され、一般不妊治療を受ける場合は、新たに2年間の助成が受けられます。
必要書類
①あま市一般不妊治療費助成事業申請書
②あま市一般不妊治療費助成事業に関する同意書
③あま市一般不妊治療費助成事業受診等証明書（医療機関での証明が必要）
④該当する治療費の領収書、明細書（原本）
⑤あま市一般不妊治療費助成請求書（振込先の分かるもの）　⑥夫婦2人分の健康保険証　
⑦戸籍謄本　⑧所得・課税証明書（非課税証明書）　⑨世帯全員の住民票
なお、⑦⑧⑨の書類については、申請者の同意を得て、市で確認できる方は省略できます。
※申請書は、市公式ウェブサイトからダウンロードすることができます。
申請時期
令和4年3月から令和5年2月までの診療分については、3月17日（金）までに申請してください。

問合先　甚目寺保健センター　☎443・0005　 七宝保健センター　☎441・5665　 美和保健センター　☎443・3838

令和元年度から3年間実施しましたが、検査を受ける方が少なかったため期間が延長されてい
ます。令和4年3月までに抗体検査を受けていない市内に住所のある方に「風しんにおける抗体検
査券および予防接種クーポン券」を令和4年4月に再度送付しています。
クーポンの有効期限は令和7年2月28日となります。まだ受けられていない方は、有効期限内に
抗体検査、予防接種を受けましょう。
※抗体検査、及び予防接種は、勤務先の健康診断時や本事業に参加している全国の医療機関等で受
けられます。
※クーポン券をなくされた方は再発行が必要です。最寄りの保健センターへお問い合わせください。
問合先　甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461
　　　　七宝保健センター　　☎441・5665　FAX449・1037　 　　　　
　　　　美和保健センター　　☎443・3838　FAX443・3839

風しん抗体検査及び予防接種の無料クーポンの
有効期限が令和7年2月28日に延長されています

昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性の方へ
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〈令和4年度対象者〉

問合先　甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461

令和5年3月31日（金）まで自己負担2,000円で接種できます。
以下の対象者には、令和4年4月に接種券（さくら色）を送付してい
ます。接種券を紛失された方は、保健センターの窓口で再交付します。
接種希望の方は、接種前に指定医療機関へ予約をしてください。
※すでに肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド）の接種を受けたこと
がある方については定期接種の対象とはなりません。

骨髄移植ドナー等の助成金交付事業のご案内
市では、骨髄・末梢血幹細胞移植を推進するため、ドナーとドナーが勤務する事業所に対
し、助成金を交付しています。
交付対象と助成額

申請期限　　　　骨髄または末梢血幹細胞の提供が完了した日から１年以内
申請先・問合先　  甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461
　　　　　　　　七宝保健センター　　☎441・5665　FAX449・1037
　　　　　　　　美和保健センター　　☎443・3838　FAX443・3839

【ドナー】
提供日に市内に住所を有し、日本骨髄バンクを介して骨髄または末梢血幹細胞
の提供を行ったドナー

【事業所】
上記ドナー（個人事業主を除く）が勤務している国内の事業所（国、地方公共団
体、独立行政法人、地方独立行政法人及び国立大学法人を除く）

高齢者肺炎球菌予防接種（定期接種）
お済みですか？

年齢
65 歳
70 歳
75 歳
80 歳
85 歳
90 歳
95 歳
100 歳

生　　年　　月　　日
昭和 32 年 4 月 2 日～昭和 33 年 4 月 1 日
昭和 27 年 4 月 2 日～昭和 28 年 4 月 1 日
昭和 22 年 4 月 2 日～昭和 23 年 4 月 1 日
昭和 17 年 4 月 2 日～昭和 18 年 4 月 1 日
昭和 12 年 4 月 2 日～昭和 13 年 4 月 1 日
昭和 7 年 4 月 2 日～昭和 8 年 4 月 1 日
昭和 2 年 4 月 2 日～昭和 3 年 4 月 1 日
大正 11 年 4 月 2 日～大正 12 年 4 月 1 日
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あま市民病院だより

あま市民病院
～市民と連携機関に信頼され、健康と安心を提供する病院～

「COPD」とは、気管支が炎症を起こし、
空気の通り道が細くなったり、肺の細胞が
破壊されて酸素をうまく取り込めなく
なってしまう慢性閉塞性肺疾患という病
気のことです。死亡原因全体の第9位を占
めており、肺の生活習慣病ともいわれてい
ます。

最大の原因は喫煙です。受動喫煙も発症の原因となります。
次のような症状がある方はCOPDの可能性があります。

禁煙と薬物治療によって悪化を防ぎ、生活を送りやすくします。
自覚症状がある方は、かかりつけ医や呼吸器科の受診をお勧めします。また「タバコをやめ
たくてもやめられない」、そんなときは禁煙外来でサポートを受けながら禁煙にチャレンジ
することができます。ぜひ禁煙外来にご相談ください。

 ・ 少しの動作で息切れしやすい
 ・ 1日に何度もせきが出る
 ・ 黄色や粘り気のあるたんが出る
 ・ 呼吸するときにゼイゼイ、ヒューヒューと変な音がする
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※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市の保健事業に参加される場合は、以下のことについてご協力をお願いします。
　・ご自宅で体温を測定してきてください。・いつもと体調が違うと感じたら、無理はせず参加を控えてください。・マスクの着用にご協力ください。

※「はつらつクラブ」か「ワクワクからだ教室」のどちらか一方のみの参加となります。ご自分の体に合った教室にご参加ください。

午前9時30分～10時30分
午後1時30分～2時30分
午前10時～11時

体ほぐし、体操等体を動かすことを
中心とした教室です。

健康チェック、軽い体操、レクリエーション、
栄養・口腔の話等

血圧測定・健康に関する相談

午前10時～11時30分

午後1時30分～3時

午前9時30分～11時

美和総合福祉センター すみれの里
森憩の家
七宝老人福祉センター
甚目寺保健センター
美和保健センター
七宝保健センター
坂牧コミュニティ防災センター
篠田防災コミュニティセンター
上萱津コミュニティ防災センター
甚目寺保健センター
七宝保健センター
美和保健センター

13日（月）
15日（水）
27日（月）
6日（月）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
16日（木）
20日（月）
3日（金）
17日（金）
24日（金）

七宝保健センター

甚目寺・七宝・美和保健センター

いきいき体操
【予約不要】

随時

火・木・金
（祝日は除く） 午後４時～4時30分

日程の調整を
させていただきます

DVDによる健康増進・体力向上のための
エアロビクス、あま体操

保健師による個別相談
歯科衛生士による個別相談
管理栄養士による個別相談
公認心理師による個別相談

健康相談
歯科相談
栄養相談

こころの相談室
要申込

離乳初期・中期頃の離乳食の話、交流会
【予約方法】メール申込
①件名に「〇月〇日参加申し込み」を記入
②本文に「お名前・電話番号・託児利用のお子さんのお名前と月
齢（受講日当日の）」を記入し　 rinyusyoku@mama-plus.com
までメール送信してください。

講話、沐浴、交流会
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、妊婦体
験を中止し、定員は14組とします。

むし歯予防の話・歯の手入れの方法、9か月以降の離乳
食の話、親子遊び
※定員15人（定員になり次第、締め切ります）

歯科診察・相談、歯科医師による講話
※妊娠中期（16～27週頃）までに受診されることをお勧
めします。
身体計測・個別相談
（保健師、助産師、管理栄養士、歯科衛生士）
★母乳相談は定員があります。
※甚目寺保健センターの歯科相談は火曜日のみです。
※母乳相談ができるのは、一人月１回です。
※身体計測時バスタオルを使用しますので、ご持参ください。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市の保健事業に参加される場合は、以下のことについてご協力をお願いします。
・ご自宅で体温を測定してきてください。・いつもと体調が違うと感じたら、無理はせず参加を控えてください。・マスクの着用にご協力ください。
下記の事業は予約制です。 

もぐもぐ
歯っぴぃ教室

離乳食教室
〈メール申込〉

子育て相談・
母乳相談

マタニティ教室
一般編

マタニティ教室
歯科健診

あま安心ダイヤル 0120・201・072 医師・看護師・保健師などによる健康についての電話相談（24時間受付・年中無休・通話料無料）

7～9か月児

4～6か月児

乳幼児をもつ
希望者

妊婦及び
配偶者
または
パートナー

午前９時45分～
10時

午前９時45分～
10時

午前9時30分～
 10時15分

午前9時10分～
9時25分

午前9時10分～
9時25分

27日（月）

21日（火）
20日（月）

10日（金）
15日（水）

16日（木）

14日（火）

美和保健センター

14日（火）七宝保健センター

七宝保健センター

甚目寺保健センター

美和保健センター
七宝保健センター

甚目寺保健センター

【その他】
●母子健康手帳の交付…各保健センターにて随時行っています。妊娠届出書・個人番号（マイナンバー）が分かる書類をお持ちください。
●乳幼児健診（3～4か月・1歳6か月・2歳児歯科・3歳）…健診日の2週間前を目途に対象の方に案内を送ります。対象・実施日については市公
　式ウェブサイトをご確認ください。

甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461

ウォーキングあま 七宝保健センター 11日（土・祝） 午前9時30分～11時30分 七宝ふれあい橋コース

2月の予定
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ロタウイルス感染症、B型肝炎、Hib(ヒブ)感染症、小児の肺炎球菌感染症、4種混合、BCG、麻しん
及び風しん（MRワクチン）、水痘（水ぼうそう）、日本脳炎、2種混合、ＨＰＶ感染症（子宮頸がん）、
不活化ポリオ、3種混合

愛知県広域予防接種事業について
疾病や里帰りなどの事情で区域外の医療機関にかかっている場合、愛知県内の広域予防接種協力医療機関で接種することができ
ます。
事前に手続きが必要ですので、詳細はお問い合わせください。
問合先　甚目寺保健センター　☎443・0005　七宝保健センター　☎441・5665　美和保健センター　☎443・3838　

母子健康手帳、予防接種予
診票、子ども医療費受給者
証等

　子どもの予防接種は遅らせずに、予定通り受けましょう。
【個別接種】あま市、津島市、愛西市、弥富市、海部郡内の指定医療機関にて接種してください。

・接種回数・間隔等詳しくは「あま市母子保健事業・予防接種年間予定表」をご覧ください。
・指定医療機関へ必ず接種前に予約をしてください。
・指定医療機関で接種できない方は、指定医療機関以外で接種できる場合があります。詳しくは保健センターにお問い合わせください。

沖之島・遠島・安松・秋竹・桂・下田・川
部・伊福・下之森・徳実・鷹居・鯰橋

二ツ寺・東溝口・花正・花長・木折・富塚・
古道・金岩・木田・森山・中橋・丹波・蜂須
賀・篠田・北苅・小橋方・乙之子

甚目寺・本郷・坂牧・下萱津・中萱津・上
萱津・栄・西今宿・森・方領・石作・小路・
新居屋

各種事業については、原則お住まいの地区保健センターの利用をお願いします。

七宝保健センター 　☎441・5665 美和保健センター　☎443・3838甚目寺保健センター　☎443・0005
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ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守
る人のことです。

話をよく聞き、一緒に考えてくれるゲートキーパーがいることは、
悩んでいる人の孤立を防ぎ、安心を与えます。

眠れない、食欲がない、口数が少なくなった
等、大切な人の様子が「いつもと違う場合」・・・

生活等の「変化」は悩みの大きな要因となり
ます。一見、他人には幸せそうに見
えることでも本人にとっては大きな
悩みになる場合があります。

声掛けの仕方に悩んだら、
 ・ 眠れていますか？
　※２週間以上つづく不眠はうつのサイン
 ・ 何か悩んでる？よかったら、話して。
 ・ なんか元気ないけど大丈夫？
 ・ 何か力になれることはない？

～あま市健康づくり計画～

問合先　　甚目寺保健センター　 ☎443・0005　FAX443・5461
　　　　　七宝保健センター 　　☎441・5665　FAX449・1037
　　　　　美和保健センター 　　☎443・3838　FAX443・3839

うつ・借金・死別体験・過重労働
配置転換・昇進・引っ越し・出産

 ・ 話せる環境づくり
 ・ 心配していることを伝える
 ・ 悩みを真剣な態度で受け止める
 ・ 誠実に、尊重して、相手の感情を否定せずに
　対応する
 ・ 話を聞いたら「話してくれてありがとう」

「大変でしたね」等のねぎらいの気
持ちを言葉にして伝える

 ・ 紹介にあたっては相談者に丁寧に情報提供
　をしましょう

 ・ 専門家に相談するように促した後も、相談に
　のることを伝えましょう

ゲート
キーパー
の役割

まずは、声をかけることから始めてみませんか？

ご存じですか？ゲートキーパー
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くすり安心電話

相談名 日時 場所 問合先

●内　　容 くすり、医療用品等に関
する緊急の相談、質問、問
合せ

●電話番号　090・2136・3858
●対応時間 午後9時～午前0時
・海部津島薬剤師会の会員が、夜間
のお薬のご相談にのっています。
・夜間（午後9時から午前0時まで）
お薬のことでご心配なことがありま
したら、お気軽にお電話ください。

美和総合福祉センターすみれの里

森整形外科クリニック
脳神経外科のぞみクリニック
奥村整形外科リウマチ科クリニック

445・5050
443・5533
445・5667

あま市
あま市
大治町

つつみ整形外科クリニック
はせ川外科
彦坂外科

0567・97・0223
0567・24・3370
0567・25・8355

蟹江町
津島市
津島市

日 病院名 電話 場所 日 病院名 電話 場所
※午後5時以降は、消防署へお尋ねください。外科専門外の患者さんはお断りする場合があります。

※1　法律相談については、相談を円滑に行うため、予約時に相談内容をお伺いします。なお、多くの方に利用していただくため、同一内容や継続しての相談はお断りします。
※2　FAXによる問い合わせも受け付けています。(障がい児相談：FAX443・3844、身体障がい者・知的障がい者相談員による相談会：FAX443・3555)
※3　巡回労働相談については、相談日の前日（開庁日）正午までの予約が必要です。
※4　事前予約が必要です。(当日の状況により利用できる場合があります。相談時間は1人50分以内です)
※5　事前予約が必要です。(当日の状況により利用できる場合があります)

2

2 午前9時～正午・午後1時～5時診療時間

日曜日・祝日
年末年始（12月30日～1月3日）

日曜日・祝日
年末年始（12月30日～1月3日）

上記以外の月曜日から金曜日
土曜日

午前9時～11時30分
午後1時～4時30分

午前9時～11時30分
午後2時～4時30分

当面の間、休診
当面の間、休診

企画政策課　☎444・1712 FAX444・0982
安全安心課　☎444・0862 FAX441・8330

海部地域消費生活センター
☎0567・23・0150

商工観光課
☎441・7118
FAX441・8387

甚目寺公民館　☎444・1621　FAX443・9778
※予約受付時間（火～日）　午前9時～午後5時

人権推進課　
☎444・0398　FAX441・8330

社会福祉課　☎444・3135　
FAX443・3555

あま市社会福祉協議会美和支所
障害相談支援事業所
☎446・0612　FAX443・3844

あま市社会福祉協議会本所
（甚目寺総合福祉会館内）
☎443・4291
※予約受付　2週間前～
(2週間前が休業日の場合は翌営業日)
※予約受付時間　午前8時30分～午後5時
※相続・登記相談は3営業
　日前までの予約が必要
　です。

総務課　☎444・1711　FAX441・8330

教育相談センター
☎443・1400　FAX443・9779
※予約受付時間（月～金）
　午前9時～午後3時30分

子育て支援課　☎444・3173
※電話予約も受け付けます。

甚目寺庁舎　相談室
本庁舎

本庁舎　相談室

甚目寺公民館　相談室

甚目寺庁舎　相談室

美和総合福祉センターすみれの里

七宝老人福祉センター

七宝老人福祉センター
美和総合福祉センターすみれの里
甚目寺総合福祉会館

甚目寺総合福祉会館
美和総合福祉センターすみれの里

七宝公民館

甚目寺庁舎

教育相談センター

市内小中学校および教育相談センター
（甚目寺会館1階）

甚目寺庁舎 子育て支援課

8日（水）午後1時～4時
月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後5時

毎週金曜日（祝日を除く）　午前9時30分～正午

9日(木)午後1時～4時

16日(木)午後1時～5時

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前9時～正午、午後１時～４時

17日(金)午前9時30分～正午

14日(火)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時15分
（事前にお問い合わせください）

16日(木)午前10時～正午

22日(水)午前10時～正午
9日(木)午前10時～正午
2日(木)・16日(木)午前10時～正午
16日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
9日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
2日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
21日(火)午前9時30分～11時30分

毎週水・木曜日(祝日を除く)　午前9時～午後3時

月～金曜日(祝日を除く)　午後1時30分～4時30分

月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後4時

不動産相談(予約不要)
生活安全相談(要予約) ※5

消費生活巡回相談（要予約） ※5

巡回労働相談（要予約） ※3

若年者就職相談（要予約）※4

子ども・若者相談窓口（要予約）

あま市人権相談所

身体障がい者・知的障がい者
相談員による相談会 ※2

障がい児者相談 ※2

相続・登記相談（要予約）
担当：司法書士

法律相談（要予約） ※1
担当：弁護士

心配ごと相談（予約不要）
担当：民生委員・児童委員

行政相談

心理支援相談（要予約）

教育相談（要予約）

母子家庭等相談・母子家庭等就業相談
女性相談

ウェブサイト
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※可燃ごみ、プラスチックごみ、不燃ごみは必ず市指定ごみ袋に入れて出してください。また粗大
ごみは上記の予約と粗大ごみシールに必要事項を記入のうえ、貼り付けて出してください。

※あま市指定ごみ袋等販売店により、全品（各種袋・シール）を取り扱っていない場合があります。
一般的な廃プラスチックごみ、少しでも汚れているプラスチック製容器包装類はすべて「可燃ごみ」で
出してください。
「プラマーク」入りで、全く汚れていないプラスチック製容器包装だけ「プラスチックごみ」で出してくだ
さい。
袋に入る廃小型家電（乾電池類は資源ごみ）、ガラス製品、陶磁器類、金属類及びそれを含むごみです。
汚れたプラスチック、ビニール、合成樹脂製品は「可燃ごみ」で出してください。
　※不燃ごみにスプレー缶やカセットボンベなどの資源ごみや、消火器、ガスボンベ、コンクリート塊、
　バッテリーなどの市で収集できない処理困難物が混在していることがあります。ごみ収集車や清
　掃工場の火災や故障の原因になる恐れがあり、大変危険ですので、絶対に不燃ごみで出さず、決
　められたルールに従って処分してください。

○「ビン」は従来どおり、無色透明、茶色、その他の色に分別してください。
　※ふたは外してください。　※化粧品の空きビンも出せます。
　※出せるのは、元々中身入りで販売されたガラスビンのみです。それ以外の一般的なガラス製品や
　　陶磁器、乳白色ガラス等は出せません。これらはすべて不燃ごみで出してください。
○「カン」はアルミ、スチールに分別する必要はありません。
○「ペットボトル」は、ふたを外して出してください。
　※ラベルをめくる必要はありません。
○「ビン、カン、ペットボトル」はいずれも、中身を空にしてそのまま出してください。
○紙類はひもで十文字に縛ってください。細小の雑がみは紙袋に入れて出してください。ファイルにとじ
てある場合は、中の紙類のみ出してください。布類はポリ袋（色は自由）に入れて出してください。布
団、枕、座布団などのわた製品やじゅうたん、カーペットは、可燃ごみか、粗大ごみで出してください。
○「スプレー缶・ガス缶、ライター類」は、完全に使い切ってから出してください。
　※穴を開ける必要はありません。
●ごみステーションに設置されるそれぞれの分別回収かご等へ出してください。

  一般家庭から出る使用済み小型家電と水銀使用廃製品の回収にご協力ください
◆携帯電話・デジタルカメラ・ゲーム機等は、「リサイクルステーション」にて回収を行っていますので、ご利用ください。
※あま市指定不燃ごみ袋内に収納できる大きさのものであれば、不燃ごみ袋不要でそのまま出すことができます。 ただし、収納でき
ないものは「粗大ごみ」となります。
◆蛍光管等のうち、割れていないものは、一般の不燃ごみとして出さず、できるだけ「リサイクルステーション」に出すよう、ご協力をお
願いします。

問合先　環境衛生課　☎444・3132　FAX443・3555

インターネット
予約

インターネット
予約

午前9時～午後7時
午前9時～午後5時
午前9時～午後7時
午前9時～午後5時

月～金
土・日・祝
月～金
土・日・祝

粗大ごみ受付センター
☎444・0303

粗大ごみ受付センター
☎444・0303電話予約電話予約

受付時間受付時間申込先申込先

午前9時まで午前9時まで
毎月　第2水曜日（8日）
毎月　第3水曜日（15日）
毎月　第4水曜日（22日）

毎月　第2水曜日（8日）
毎月　第3水曜日（15日）
毎月　第4水曜日（22日）

収集日収集日お住まいの場所
七宝地区
美和地区
甚目寺地区

お住まいの場所
七宝地区
美和地区
甚目寺地区

※不燃ごみの収集は、毎月1回です。※不燃ごみの収集は、毎月1回です。

午前8時30分まで午前8時30分まで毎月　第2土曜日（11日）
毎月　第3土曜日（18日）
毎月　第2土曜日（11日）
毎月　第3土曜日（18日）

収集日収集日お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

●粗大ごみ●粗大ごみ

●資源ごみ　●資源ごみ　

●不燃ごみ　●不燃ごみ　

搬出時間搬出時間

搬出時間搬出時間

 ・ 「リサイクルステーション」は、甚目寺庁舎駐車場内で、毎日午前9時から午後5時まで（土・日曜・祝日含む。ただし、12月31日から翌
年1月3日までは除く）開設しています。

 ・ ごみの分別と出し方のルールの詳細については、「令和4年度　あま市 ごみの分別と出し方のルール」冊子（窓口配布、市公式ウェブ
サイト内公開）をご覧ください。

●その他●その他

資源ごみ
(ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、
乾電池類、ライター類)

資源ごみ
(ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、
乾電池類、ライター類)

不燃ごみ
(ピンク半透明の袋)

不燃ごみ
(ピンク半透明の袋)

プラスチックごみ
(ブルー半透明の袋)
プラスチックごみ
(ブルー半透明の袋)

可燃ごみ
(白色半透明の袋)
可燃ごみ

(白色半透明の袋)

●ごみの出し方について●ごみの出し方について

2月　一般家庭ごみ収集日程

搬出時間
午前8時30分まで
搬出時間

午前8時30分まで
収集日

毎週　水曜日（1・8・15・22日）
収集日

毎週　水曜日（1・8・15・22日）
お住まいの場所
市内全域

●プラスチックごみ●プラスチックごみ

午前8時30分まで午前8時30分まで

搬出時間搬出時間収集日
毎週　月・木曜日
毎週　火・金曜日

収集日
毎週　月・木曜日
毎週　火・金曜日

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

●可燃ごみ●可燃ごみ
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【今月の表紙】
令和4年12月18日（日）に美和グラウンドで「手筒花火鑑賞会」を開催しました。迫力のある手筒花火に大きな歓声があ
がりました。

●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室
〈七宝公民館〉→ p22

●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室
〈美和歴史民俗資料館〉→ p22

●読書会
〈美和図書館〉→ p22

●グー・チョキ・パーのおはなし会
〈美和図書館〉
●おどうぐばこのかみしばい
〈甚目寺公民館〉

→ p22
→ p22

●七宝焼体験教室特別企画
「椿の七宝」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●この本だいすきの会のよみきかせ
〈甚目寺公民館〉
●パソコン・スマホ・タブレット相談室
〈七宝公民館〉

→ p19
→ p22

→ p22

●子どもの本の会
〈美和図書館〉→ p22

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉
●もこもこのおはなし会
〈七宝公民館〉→ p22

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉
●もこもこのおはなし会
〈甚目寺公民館〉→ p22

●七宝歴史講座
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

●七宝焼体験教室特別企画
「椿の七宝」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

●七宝焼体験教室特別企画
「椿の七宝」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

●七宝焼体験教室特別企画
「椿の七宝」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

●七宝焼体験教室特別企画
「椿の七宝」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室
〈甚目寺公民館〉

→ p19

→ p22

●もこもこのおはなし会
〈美和図書館〉
●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室
〈甚目寺公民館〉

→ p22

→ p22

●この本だいすきの会のよみきかせ
〈甚目寺公民館〉→ p22

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉

●この本だいすきの会のよみきかせ
〈甚目寺公民館〉→ p22

建国記念の日

天皇誕生日

広報あま2月号に掲載されて
いる内容は、新型コロナウイル
ス感染症の状況により変更と
なる場合があります。詳しくは
各問合先にお問い合わせくだ
さい。
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市公式ウェブサイト マチイロ
スマートフォンの
無料アプリ
（マチイロ）で
広報あまが
閲覧できます。

令和5年2月発行

見やすく、読み間違えの少ないフォント「ユニバーサルデザインフォント」を使用しています。
https://www.city.ama.aichi.jp

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容に関しては直接広告主へお問い合わせください。




